
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三

　
　
　
　
　
　
　
ー
判
例
の
動
向
と
そ

一
条
論
⑭

の
間
題
点
ー
i

一二三四五

は
し
が
き

最
高
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

下
級
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

　
i
そ
の
一
　
本
条
不
適
用
判
決

下
級
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
間
題
点

　
ー
そ
の
二
　
本
条
適
用
判
決

小
結

佐

藤

英

善

は
　
し
　
が
　
き

一
　
戦
後
わ
が
国
の
行
政
法
諸
制
度
は
、
新
憲
法
の
制
定
に
よ
る
憲
法
価
値
の
転
換
に
伴
っ
て
、
大
き
な
質
的
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
そ
の
中
心
は
、
何
ん
と
云
っ
て
も
天
皇
制
官
僚
支
配
の
制
度
的
基
盤
と
な
っ
て
い
た
旧
行
政
裁
判
所
を
解
体
し
、
所
謂
、
英
米
型
の
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（
三
五
九
）
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（
1
）

「
法
の
支
配
」
を
新
憲
法
の
中
で
定
式
化
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
一
般
に
行
政
国
家
か
ら
司
法
国
家
へ
の
転
換
と
云
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
行
政
法
学
も
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
旧
制
度
の
根
底
的
批
判
検
討
を
通
し
て
構
築
さ
れ
、
制
度
の
質

的
変
革
に
対
応
す
る
す
ぐ
れ
た
理
論
的
業
績
を
多
く
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
の
行
政
法
諸
制
度
に
は
い
く
つ
か
の
旧
制
度
的
残
澤
が
附
着
し
て
行
政
国
家
的
行
政
権
の

優
位
が
依
然
と
し
て
通
用
し
て
い
を
と
と
も
に
、
他
方
、
現
代
的
行
政
権
の
拡
大
強
化
を
保
障
す
る
強
力
な
行
政
権
の
作
用
が
、
新
ら
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

な
装
い
の
も
と
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　
そ
の
典
型
的
な
例
の
一
つ
が
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
コ
条
（
請
求
理
由
が
あ
っ
て
も
棄
却
す
る
場
合
）
と
同
条
を
引
き
つ
い
だ
行
政

事
件
訴
訟
法
三
一
条
（
特
別
の
事
情
に
よ
る
請
求
の
棄
却
）
で
あ
る
。
ま
ず
、
特
例
法
一
一
条
は
、
「
第
二
条
の
訴
の
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
処
分
は
違
法
で
は
あ
る
が
、
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
処
分
を
取
り
消
し
、
叉
は
変
更
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し

な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
（
一
項
）
と
規
定
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
規
定
は
、
多
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

的
で
あ
っ
て
不
明
確
な
た
め
そ
の
具
体
的
運
用
に
あ
た
っ
て
は
種
々
問
題
を
含
み
、
不
当
に
拡
大
適
用
さ
れ
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
た
。

昭
和
三
七
年
の
行
政
訴
訟
制
度
の
全
面
的
改
正
の
際
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
整
理
改
編
し
て
規
定
さ
れ
た
の
が
現
行
行
政
事
件
訴
訟
法
三

｝
条
で
あ
る
。

　
三
一
条
は
、
「
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
処
分
叉
は
裁
決
が
違
法
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
り
公
の
利
益
に
著
し

い
障
害
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
原
告
の
受
け
る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
叉
は
防
止
の
程
度
及
び
方
法
そ
の
他
一
切
の
事
情



を
考
慮
し
た
う
え
、
処
分
又
は
裁
決
を
取
り
消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
請
求
を
棄
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
判
決
の
主
文
に
お
い
て
、
処
分
又
は
裁
決
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
（
二
項
、
三
項
略
）
。
」
と
規
定
す
る
。

　
こ
れ
が
特
別
事
情
に
よ
る
請
求
棄
却
制
度
、
所
謂
事
情
判
決
制
度
で
あ
る
。
こ
の
事
情
判
決
制
度
は
、
明
ら
か
に
旧
制
度
す
な
わ
ち
行

政
国
家
制
度
の
遺
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
と
で
述
べ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
現
代
的
な
行
政
権
の
優
位
を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
機
能
す

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
可
能
性
も
多
分
に
有
し
て
い
る
。

二
　
と
こ
ろ
で
、
．
普
通
、
司
法
国
家
と
は
、
行
政
権
の
違
法
な
行
為
か
ら
国
民
の
権
利
救
済
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
行
政
裁
判
所
の
よ
う

な
特
殊
な
裁
判
所
に
よ
る
裁
判
手
続
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
通
常
の
司
法
裁
判
所
で
一
元
的
に
行
な
う
こ
と
が
そ
の
眼
目
で
あ
る
。
さ
ら

に
敷
衛
す
る
な
ら
ば
、
次
の
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
行
政
が
必
ず
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
法
に
ょ
る
行
政
）
。
こ
こ
に
云
う
法

と
は
、
権
利
義
務
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
る
規
範
の
形
態
を
有
す
る
近
代
的
意
味
に
お
け
る
法
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
我
々
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
行
政
権
力
と
の
関
係
は
、
基
本
的
に
権
利
義
務
関
係
と
し
て
措
定
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
行
政
権
力
と

国
民
間
の
紛
争
の
解
決
が
、
当
事
者
か
ら
独
立
し
た
第
三
者
た
る
司
法
裁
判
所
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
す
る
司
法
国
家
に
お
い
て
は
大
前
提

で
あ
る
。
も
し
、
行
政
権
力
と
国
民
と
の
問
に
権
利
義
務
関
係
が
成
立
せ
ず
、
紛
争
の
解
決
が
一
方
の
優
越
的
意
思
に
よ
っ
て
決
着
を
つ

け
ら
れ
る
と
さ
れ
た
り
、
紛
争
の
解
決
が
行
政
機
関
と
同
じ
穴
の
む
じ
な
と
も
云
う
べ
き
行
政
裁
判
所
で
行
な
わ
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
も
は
や
司
法
国
家
に
お
け
る
裁
判
制
度
と
は
云
え
な
い
。
さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
行
政
権
の
違
法
な
発
動
に
よ
っ
て
国
民
の
権
利
・
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

由
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
か
か
る
侵
害
か
ら
の
救
済
を
要
求
す
る
権
利
が
国
民
の
側
に
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
憲
法
三
二
条
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事
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訴
訟
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三
一
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論
e
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）
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説
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佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
三
六
二
）

が
、
「
何
人
も
、
裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
」
と
規
定
す
る
趣
旨
も
か
か
る
国
民
の
権
利
を
明
文
化
し
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
法
な
行
政
権
の
作
用
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

三
　
し
か
る
に
、
こ
の
事
情
判
決
制
度
に
よ
れ
ば
、
処
分
ま
た
は
裁
決
（
以
下
処
分
と
す
る
）
が
違
法
で
あ
っ
て
も
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し

て
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
司
法
国
家

を
標
榜
す
る
現
行
憲
法
下
に
お
い
て
、
一
体
何
故
こ
の
よ
う
な
制
度
の
存
在
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
体
こ
の
制
度
は
、
法
治
主

義
や
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
背
馳
し
な
い
で
存
在
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
事
情
判
決
制
度
の
評
価
の
問
題
は
、
現
行
行
政
事
件
訴
訟
法
の
性
格
を
評
価
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
規
定
で
あ
る
と
と
も
、
「
公
益
」

と
「
個
人
の
権
利
」
と
が
具
体
的
に
衝
突
す
る
一
場
面
と
し
て
、
十
分
検
討
に
値
す
る
規
定
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
判
例
の
検
討
を
通

じ
て
本
制
度
の
性
格
の
一
端
を
浮
き
ぼ
り
に
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
（
1
）
　
く
わ
し
く
は
、
杉
村
敏
正
『
法
の
支
配
と
行
政
法
』
三
頁
以
下
、
二
九
頁
以
下
。
渡
辺
洋
三
「
行
政
権
の
優
越
性
と
国
民
の
権
利
」
法
時
二
七

　
　
　
巻
七
号
二
九
頁
。

　
（
2
）
　
渡
辺
・
前
掲
論
文
三
〇
頁
以
下
Q

　
（
3
）
　
田
中
二
郎
他
『
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
逐
条
研
究
』
四
一
六
頁
Q
杉
本
良
吉
『
行
攻
事
件
訴
訟
法
の
解
説
』
一
〇
二
頁
。
平
峯
隆
「
行
政
事
件

　
　
　
訴
訟
特
例
法
第
十
一
条
第
一
項
に
つ
い
て
⇔
」
税
法
学
三
号
二
七
頁
。
阿
部
泰
隆
「
事
情
判
決
制
度
」
神
戸
法
学
雑
誌
二
〇
巻
三
・
四
号
四
〇
八

　
　
　
頁
。

　
（
4
）
　
渡
辺
・
前
掲
論
文
三
一
頁
o



　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
最
高
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

一
　
本
条
項
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
決
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、

　
〔
1
〕
　
微
税
令
書
無
効
確
認
事
件
（
昭
和
二
四
年
（
オ
）
笙
三
八
号
、
最
高
裁
昭
二
五
．
一
〇
．
一
〇
（
三
小
）
判
決
）
、
最
高
裁
民
集
四
巻

　
一
〇
号
四
六
五
頁
。

　
〔
2
〕
　
土
地
買
収
不
当
処
分
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
五
年
（
オ
）
第
二
三
六
号
、
最
高
裁
昭
二
九
・
七
・
一
九
（
大
）
、
判
決
）
、
最
高
裁
民
集

　
八
巻
七
号
二
二
八
七
頁
。

　
〔
3
〕
　
町
民
税
賦
課
取
消
及
び
徴
収
税
金
還
付
請
求
事
件
（
昭
和
三
〇
年
（
オ
）
第
七
〇
九
号
、
最
高
裁
昭
三
二
・
四
・
三
〇
（
三
小
）
判
決
）
、

　
最
高
裁
民
集
一
一
巻
四
号
六
六
六
頁
。

　
〔
4
〕
　
行
政
処
分
取
消
等
請
求
事
件
（
昭
和
三
〇
（
オ
）
第
六
二
七
号
、
最
高
裁
昭
三
三
．
七
・
二
五
（
二
小
）
判
決
）
、
最
高
裁
民
集
一
二
巻

　
一
二
号
一
八
四
七
頁
。

の
四
判
決
例
が
あ
る
。

　
こ
の
四
例
と
も
い
づ
れ
も
特
例
法
時
代
の
も
の
で
あ
っ
て
、
私
の
知
る
限
り
現
行
行
訴
法
下
の
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
四
判
決

例
中
本
条
を
適
用
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
の
は
、
〔
4
〕
一
件
の
み
で
あ
っ
て
、
他
の
三
判
決
は
、
そ
れ
ぞ
れ
理
由
は
異
に
す
る
が
本
条

の
適
用
を
否
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
　
ま
ず
〔
1
〕
は
、
〔
8
〕
・
〔
2
0
〕
の
上
告
審
判
決
で
あ
り
、
事
案
は
、
税
率
を
改
正
し
た
改
正
条
例
の
告
示
前
に
行
な
わ
れ
た
市
民

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
三
六
三
）
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六
（
三
六
四
）

税
の
賦
課
処
分
の
違
法
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
2
0
〕
の
仙
台
高
裁
判
決
で
は
、
課
税
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
認
定

し
た
上
で
、
同
処
分
が
違
法
を
理
由
と
し
て
取
消
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
者
の
受
け
る
利
益
は
は
な
は
だ
薄
い
の
に
反
し
て
、

他
方
市
の
方
で
は
そ
れ
を
徴
収
し
、
か
つ
ま
た
そ
の
大
部
分
を
支
出
し
て
お
り
、
か
か
る
場
合
に
課
税
処
分
を
取
消
す
と
、
市
お
よ
び
市

民
に
与
え
る
影
響
は
決
っ
し
て
少
な
く
な
い
、
と
し
て
一
一
条
を
適
用
し
た
。
つ
ま
り
、
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
本
事
件
に
お
け
る
蝦
疵

を
取
消
事
由
と
し
て
一
一
条
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
告
審
で
あ
る
最
高
裁
判
決
〔
1
〕
は
、
本
事
件
の
蝦
疵
を
無
効

事
由
と
し
て
と
ら
え
、
し
た
が
っ
て
本
件
は
無
効
確
認
訴
訟
で
あ
っ
て
取
消
訴
訟
で
は
な
い
か
ら
二
条
適
用
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
し

て
い
る
。
本
条
を
無
効
確
認
訴
訟
に
適
用
し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
億
、
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
学
説
判
例
上
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
こ
の
判
決
に
よ
っ
て
一
応
の
結
論
が
出
た
こ
と
に
な
る
。

　
〔
2
〕
は
、
上
告
を
棄
却
す
る
に
あ
た
っ
て
、
下
級
審
が
い
づ
れ
も
二
条
を
適
用
し
て
棄
却
し
た
の
に
対
し
て
、
違
法
行
為
の
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

換
の
理
論
に
よ
っ
て
上
告
を
棄
却
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
本
事
案
は
、
ω
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
壬
二
年

二
月
政
令
第
三
六
号
に
よ
る
改
正
前
）
四
三
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
農
地
買
収
計
画
を
訴
願
裁
決
に
よ
っ
て
同
令
四
五
条
に
よ
る
も
の

と
し
て
維
持
す
る
こ
と
の
可
否
、
＠
農
地
買
収
計
画
に
対
す
る
異
議
決
定
に
関
与
し
た
村
農
地
委
員
会
の
委
員
が
、
県
農
地
委
員
会
の
委

員
と
し
て
右
計
画
に
関
す
る
訴
願
裁
決
に
関
与
す
る
こ
と
の
適
否
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
ま
ず
ω
に
つ
い

て
、
「
改
正
前
の
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
附
則
二
項
に
よ
れ
ば
、
三
条
】
項
の
規
定
に
よ
る
農
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
農
地

委
員
会
は
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
「
命
令
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
昭
和
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
現
在
に
お
け
る
事
実
に
基
い

て
六
条
の
規
定
に
よ
る
農
地
買
収
計
画
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
「
命
令
」
で
あ
る
同
法
施
行
令
四
三
条



は
、
右
期
日
現
在
に
お
け
る
小
作
農
が
農
地
買
収
計
画
を
定
め
る
べ
ぎ
こ
と
を
請
求
し
た
と
き
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
当
該
小
作

地
に
つ
き
附
則
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
現
在
の
事
実
に
基
い
て
買
収
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
ま
た
、
同
令
四
五

条
一
項
は
、
同
条
所
定
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
農
地
委
員
会
は
、
同
法
附
則
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
日
現
在
の
事
実
に
基
い
て
農

地
買
収
計
画
を
定
め
る
こ
と
の
可
否
に
つ
き
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
同
令
四
三
条
に
よ
る
場

合
と
同
令
四
五
条
の
場
合
と
に
よ
っ
て
、
市
町
村
農
地
委
員
会
が
買
収
計
画
を
相
当
と
認
め
る
理
由
を
異
に
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
原
判
決
が
同
令
四
三
条
に
よ
り
定
め
た
と
認
定
し
た
赤
坂
村
農
地
委
員
会
の
本
件
買
収
計
画
を
被
上
告
委
員
会
が
同
令
四
五
条

を
適
用
し
て
相
当
と
認
め
上
告
人
の
訴
願
を
容
れ
な
い
旨
の
裁
決
を
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」
と
判
示
し
た
。
ま
た
、

＠
に
つ
い
て
、
「
昭
和
二
二
年
政
令
二
二
七
号
四
三
条
の
二
、
附
則
二
項
、
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
年
八
月
三
一
日
ま
で
右
兼
職
が
法
律
上

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
兼
職
の
一
事
を
も
っ
て
右
関
与
が
違
法
で
あ
る
と
い
え
な
い
」
と
原
判
決
を
維
持
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
判
決
の
中
で
二
条
と
の
関
係
で
看
過
で
ぎ
な
い
の
は
、
一
一
条
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
首
肯
で
き
る
に
足
り
る
理
由
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
特
例
法
一
一
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
同
一
項
の
規
定
に
よ
る
裁
判
に

は
、
処
分
が
違
法
で
あ
る
こ
と
及
び
請
求
を
棄
却
す
る
理
由
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
原
判
決
は
、
単

に
一
般
的
に
農
地
買
収
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
正
に
同
法
条
を
適
用
す
べ
き
場
合
に
該
当
す
る
も
の
と
解

す
る
を
相
当
と
す
る
旨
説
示
し
た
だ
け
で
、
具
体
的
に
本
件
に
つ
い
て
処
分
は
違
法
で
あ
る
が
、
処
分
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る
こ

と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
何
等
首
肯
す
る
に
足
り
る
理
由
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
判
決
は
、

こ
の
点
に
お
い
て
失
当
た
る
を
免
れ
な
い
。
」
と
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
国
民
の
権
利
救
済
と
の
関
係
で
二
条
の
適
用
が
、
重
大
な

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
一
一
二
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
三
六
五
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
三
六
六
）

意
味
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
事
案
と
同
様
に
十
分
理
由
を
示
さ
な
い
で
安
易
に
本
条
を
適
用
し
て
い
る
例
（
〔
刀
〕
．
〔
1
8
〕
）

が
他
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
点
の
失
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し
た
本
判
決
は
、
こ
の
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
〔
3
〕
は
本
条
に
よ
る
事
情
判
決
を
下
さ
ず
請
求
を
認
容
し
た
例
で
あ
る
が
、
本
条
不
適
用
の
判
決
例
で
あ
る
〔
1
〕
A
2
〕
．

〔
3
〕
の
中
で
正
面
か
ら
本
条
不
適
用
を
論
じ
た
唯
一
の
例
で
あ
る
か
ら
少
し
く
わ
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
事
実
と
し
て
〔
違

法
な
事
実
〕
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
し
て
本
条
適
用
の
理
由
と
し
て
い
か
な
る
事
情
を
行
政
庁
が
主
張
し
た
か
を
〔
事
情
の
抗
弁
〕
と
し
て

示
し
、
最
後
に
〔
判
決
要
旨
〕
を
み
て
み
た
い
。

　
〔
違
法
な
事
実
〕
　
被
上
告
人
X
の
夫
谷
口
某
は
、
昭
和
二
七
年
度
中
に
田
一
反
八
畝
一
八
歩
、
畑
一
反
九
畝
五
歩
を
主
と
し
て
日
傭
人

夫
を
雇
っ
て
耕
作
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
X
は
、
日
傭
人
夫
等
が
農
耕
に
従
事
す
る
際
お
茶
あ
る
い
は
食
事
の
世
話
を
す
る
な
ど
の
手
伝

を
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
業
務
と
し
て
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
所
得
の
根
源
と
な
る
べ
ぎ
稼
働
行

為
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
上
告
人
Y
（
町
長
）
は
、
昭
和
二
八
年
度
町
民
税
均
等
割
三
〇
〇
円
の
賦
課
処
分
を

行
な
い
、
こ
の
課
税
賦
課
処
分
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
の
が
本
件
で
あ
る
。

　
第
一
審
に
お
い
て
は
、
X
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
右
賦
課
処
分
は
取
消
さ
れ
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
Y
に
よ
っ
て
控
訴
さ
れ
た
控
訴
審

に
お
い
て
も
控
訴
は
棄
却
さ
れ
た
。

　
〔
事
情
の
抗
弁
〕
　
X
の
夫
が
地
方
税
法
の
例
外
と
し
て
町
民
税
の
賦
課
の
対
象
外
と
な
っ
た
場
合
、
同
人
と
共
に
農
業
に
従
事
す
る
同

居
の
妻
で
あ
る
X
が
身
体
の
故
障
も
な
く
健
康
で
稼
働
行
為
を
為
し
夫
と
生
活
を
共
に
し
部
落
婦
人
会
長
等
の
社
会
活
動
を
為
し
て
い
る

者
に
対
し
、
憲
法
上
国
民
の
義
務
た
る
納
税
義
務
を
有
し
な
い
旨
主
張
す
る
場
合
果
し
て
他
の
納
税
者
と
の
権
衡
を
保
ち
得
る
か
、
同
人



の
所
得
の
半
額
以
下
の
者
で
さ
え
町
民
税
の
均
等
割
三
〇
〇
円
を
賦
課
さ
れ
て
い
る
実
状
に
照
ら
し
X
の
賦
課
を
取
消
さ
れ
る
と
き
は
行

政
上
公
平
、
妥
当
を
失
し
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
結
果
を
招
来
す
る
。

　
〔
判
決
要
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
ω
「
X
は
、
夫
と
共
同
経
営
者
の
立
場
で
農
業
を
経
営
し
て
い
た
と
い
い
得
な
い
の
は
も
と
よ

り
、
豊
二
（
X
の
夫
－
引
用
者
）
の
農
業
経
営
の
直
接
の
補
助
者
と
し
て
農
業
に
従
事
し
て
い
た
と
も
い
い
得
ず
、
同
人
は
、
単
に
農
業

経
営
者
た
る
豊
二
の
家
庭
に
お
い
て
家
事
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
間
接
に
豊
二
の
農
業
経
営
に
寄
与
し
て
い
た
に

す
ぎ
な
い
。
か
よ
う
な
場
合
、
わ
が
国
今
日
の
社
会
通
念
に
よ
れ
ば
、
…
…
農
業
に
よ
る
所
得
は
な
か
っ
た
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

　
＠
「
本
件
課
税
処
分
が
原
判
決
の
い
う
よ
う
な
理
由
で
取
り
消
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
末
吉
町
は
単
に
特
定
人
に
対
し
特
定
年

度
の
町
民
税
収
入
を
失
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
直
ち
に
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
と
い
い
得
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
て
、
…
…
行
政
特
例
法
一
一
条
を
適
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
」

　
本
件
に
お
い
て
、
上
告
人
の
一
一
条
適
用
の
事
情
の
抗
弁
が
、
国
民
の
納
税
義
務
を
根
拠
に
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て

よ
い
。
と
か
く
行
政
庁
の
公
財
政
確
保
に
急
な
あ
ま
り
国
民
の
納
税
義
務
が
い
と
も
容
易
に
も
ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

本
件
上
告
人
の
事
情
の
抗
弁
も
そ
の
類
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
の
納
税
義
務
も
あ
く
ま
で
も
実
体
的
手
続
的
要
件
を
充
足
す
る
場
合

に
は
じ
め
て
具
体
的
に
発
動
す
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
の
場
合
の
よ
う
に
所
得
を
有
し
な
い
者
に
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
の
点
本
判
決
が
、
ま
ず
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
通
念
か
ら
し
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
家
事
労
働
的
な
も
の
で

あ
っ
て
農
業
所
得
を
得
る
よ
う
な
業
務
に
た
づ
さ
わ
っ
て
い
た
と
は
云
え
な
い
と
認
定
し
た
上
で
、
先
述
判
決
要
旨
＠
の
如
き
理
由
を

も
っ
て
二
条
の
適
用
を
排
除
し
た
の
は
妥
当
な
判
決
と
云
っ
て
よ
い
。
た
だ
上
告
人
の
〔
事
情
の
抗
弁
〕
と
〔
判
旨
〕
と
が
必
ず
し
も

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
三
六
七
）
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一
〇
（
三
六
八
）

か
み
あ
っ
て
い
な
い
が
、
税
法
を
め
ぐ
る
一
一
条
適
用
の
事
情
の
抗
弁
の
多
く
は
、
す
で
に
課
税
処
分
が
行
な
わ
れ
て
そ
の
収
入
が
予
算

に
計
上
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
支
出
済
で
あ
る
た
め
、
課
税
賦
課
処
分
の
取
消
が
行
政
庁
や
市
民
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
（
〔
9
〕
・
〔
2
0
〕
）
。
　
こ
の
点
こ
の
判
決
は
、
個
々
の
課
税
処
分
と
税
収
あ
る
い
は
税
の

支
出
と
を
一
応
分
離
し
て
判
断
し
て
お
り
、
こ
の
点
も
妥
当
な
判
断
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
〔
2
0
〕
の
批
評
参
照
）
。
個
々
の
課
税
処
分

と
税
収
や
税
支
出
を
一
応
分
離
し
て
考
え
な
い
と
、
と
か
く
徴
税
に
急
な
あ
ま
り
国
民
の
違
法
な
課
税
処
分
か
ら
の
救
済
が
公
財
政
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
い
う
名
の
も
と
に
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
は
、
課
税
処
分
の
最
疵
の
程
度
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
原

則
と
し
て
右
の
よ
う
に
考
え
た
上
で
軽
微
な
蝦
疵
の
場
合
に
は
取
消
を
認
め
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
（
同
旨
〔
佃
〕
）
。

三
　
〔
4
〕
は
、
正
面
か
ら
一
一
条
の
適
用
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
事
実
と
し
て
〔
違
法
の
事
実
〕
を
か
か
げ
、
い
か
な
る
事

情
が
考
慮
さ
れ
て
二
条
が
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
〔
判
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
を
摘
示
し
た
い
。

　
〔
違
法
な
事
実
〕
　
被
上
告
人
改
良
区
Y
は
昭
和
二
六
年
コ
月
一
九
日
被
上
告
人
知
事
乙
に
設
立
認
可
申
請
を
行
な
っ
た
。
土
地
改
良

法
八
条
に
よ
れ
ば
、
知
事
が
土
地
改
良
区
の
設
立
を
認
可
す
る
に
は
先
ず
土
地
改
良
区
の
設
立
認
可
申
請
に
つ
き
当
該
土
地
改
良
計
画
お

よ
び
定
款
に
つ
き
詳
細
な
審
査
を
行
な
い
、
こ
れ
を
適
当
と
決
定
し
た
と
き
は
そ
の
旨
申
請
人
に
通
知
す
る
と
と
も
に
遅
滞
な
く
右
旨
の

公
告
を
為
し
、
二
〇
日
以
上
相
当
の
期
間
を
定
め
当
該
決
定
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
お
よ
び
定
款
の
写
を
縦
覧
に
供
し
、
こ
れ
に

対
し
て
異
議
を
有
す
る
利
害
関
係
人
に
異
議
申
立
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
上
告
人
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
ω
こ

の
知
事
の
公
告
中
に
設
立
を
「
適
当
と
決
定
し
た
」
旨
の
記
載
を
欠
く
こ
と
、
＠
県
報
が
印
刷
の
都
合
で
お
く
れ
そ
の
た
め
縦
覧
期
間
が



一
二
目
以
内
と
な
る
こ
と
等
の
環
疵
が
あ
る
か
ら
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
〔
判
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
ω
「
所
論
の
公
告
は
、
そ
の
文
言
に
お
い
て
法
文
の
脱
落
等
稽
明
確
を
欠
く
嫌
い
は
あ
る
が
、
そ
の
公

告
文
中
に
は
『
土
地
改
良
区
設
立
に
伴
う
本
審
査
の
申
請
に
付
き
』
と
の
記
載
が
あ
り
、
か
つ
縦
覧
書
類
及
び
縦
覧
期
問
の
記
載
も
あ
っ

て
、
土
地
改
良
法
八
条
四
項
の
公
告
と
認
め
得
る
か
ら
、
こ
れ
を
無
効
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
」
。

　
＠
「
法
八
条
四
項
に
依
れ
ば
、
書
類
の
縦
覧
期
間
を
二
〇
目
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
に
お
い
て
は
満
一
〇
日

程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
原
審
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
が
相
当
期
間
縦
覧
に
供
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
の
は
、
利
害

関
係
人
に
書
類
を
閲
覧
さ
せ
異
議
申
立
の
機
会
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、
縦
覧
の
機
会
を
全
然
与
え
な
い
か
又
は
こ
れ
と
同
視
す
べ

き
場
合
は
格
別
、
右
の
よ
う
に
満
一
〇
日
間
縦
覧
可
能
の
期
間
が
存
し
た
以
上
、
こ
れ
を
も
っ
て
被
上
告
人
知
事
の
認
可
を
無
効
な
ら
し

む
る
程
重
大
な
手
続
上
の
理
疵
と
な
す
べ
き
で
は
な
い
」
。

　
の
「
原
判
決
は
、
被
上
告
人
改
良
区
の
事
業
実
施
の
経
過
に
照
し
、
被
上
告
人
知
事
の
な
し
た
認
可
を
取
消
す
こ
と
に
よ
り
、
多
数
の

農
地
、
多
数
の
人
に
つ
い
て
生
じ
た
各
種
の
法
律
関
係
及
び
事
実
状
態
を
一
挙
に
覆
滅
し
去
る
こ
と
は
、
著
し
く
公
共
の
福
祉
に
反
す
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
、
行
政
事
件
訴
訟
法
一
一
条
一
項
を
適
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
右
判
示
は
こ
れ
を
首
肯
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
。

　
本
判
決
は
、
一
一
条
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
定
縦
覧
期
間
が
二
〇
日
以
上
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
一

〇
日
間
し
か
な
い
点
の
環
疵
を
利
害
関
係
人
の
異
議
申
立
の
機
会
を
全
く
う
ば
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
と
し
て
、
無
効
事
由
と
は

認
定
せ
ず
、
明
示
は
し
て
い
な
い
が
軽
微
な
取
消
事
由
と
し
て
認
定
し
、
か
か
る
軽
微
な
椴
疵
を
理
由
と
し
て
、
多
数
の
農
地
、
多
数
の

　
　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
（
三
六
九
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
（
三
七
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

人
々
に
つ
い
て
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
法
律
関
係
や
事
実
関
係
を
覆
滅
す
る
こ
と
は
著
し
く
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
利
害
関
係
人
の
権
利
保
護
の
観
点
か
ら
縦
覧
期
間
の
意
義
を
い
か
に
解
す
る
か
の
点
に
あ
る
。
土
地
改
良

法
の
定
め
る
こ
の
よ
う
な
縦
覧
期
間
は
、
「
利
害
関
係
者
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
」
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
関
係
す
る
一

連
の
処
分
の
有
効
要
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
完
全
に
欠
け
ば
当
該
処
分
は
無
効
と
な
る
。
し
か
し
、
本
件
の
よ
う
に
そ
の
縦

覧
期
間
が
不
足
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
常
に
無
効
と
理
解
す
る
よ
り
も
判
旨
の
よ
う
に
、
期
間
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
縦
覧
の

機
会
を
全
然
与
え
な
い
か
又
は
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
場
合
」
以
外
は
取
消
得
べ
き
軽
微
な
理
疵
と
理
解
す
る
の
が
実
際
的
で
あ
ろ
う
。
と

く
に
本
件
の
よ
う
な
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
よ
う
に
多
数
の
人
々
の
間
を
多
く
の
所
有
権
が
移
動
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
特
に
そ
う
で
あ

る
。
判
旨
の
よ
う
に
、
軽
微
な
堰
疵
を
理
由
に
し
て
す
で
に
形
成
さ
れ
た
法
関
係
や
事
実
関
係
を
旧
に
復
す
る
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
の

点
か
ら
首
肯
で
き
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
本
稿
で
引
用
す
る
判
例
は
、
行
政
裁
判
月
報
、
判
例
大
全
公
法
編
お
よ
び
行
政
裁
判
例
集
（
昭
和
四
六
年
四
月
ま
で
）
か
ら
検
索
し
た
も
の
で

　
　
　
あ
る
か
ら
、
全
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
要
な
判
例
の
大
半
は
検
索
で
き
て
い
る
と
思
う
。

　
（
2
）
　
〔
8
〕
お
よ
び
〔
2
0
〕
の
判
例
批
評
と
し
て
は
、
平
峯
前
掲
論
文
㊧
税
法
学
四
号
二
一
頁
以
下
。

　
（
3
）
　
違
法
行
為
の
転
換
に
つ
い
て
く
わ
し
く
は
、
遠
藤
博
也
「
違
法
行
為
の
転
換
」
行
攻
判
例
百
選
（
新
版
）
　
一
五
三
頁
。

　
（
4
）
　
杉
本
・
前
掲
書
一
〇
四
頁
o

三

下
級
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

　
ー
そ
の
一
　
本
条
不
適
用
判
決



一
　
本
条
（
特
例
法
一
一
条
お
よ
び
行
訴
法
三
一
条
）
に
係
わ
る
下
級
審
の
判
決
は
、
私
の
知
る
限
り
第
二
審
判
決
八
、
第
｝
審
判
決
｝
九
の

二
七
件
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
条
を
適
用
し
て
取
消
請
求
を
棄
却
し
た
判
決
は
、
第
二
審
五
、
第
一
審
コ
の
一
六
判
決
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
一
定
の
〔
事
情
の
抗
弁
〕
が
な
さ
れ
て
本
条
の
適
用
が
主
張
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
条
を
適
用
し
な
か
っ
た
判
決
が
、
第

二
審
三
、
第
一
審
八
の
一
一
判
決
で
あ
る
。

二
　
一
定
の
〔
事
情
の
抗
弁
〕
が
な
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
条
を
適
用
し
な
か
っ
た
例
は
つ
ぎ
の
一
一
判
決
で
あ
る
。

　
〔
5
〕
　
農
地
買
収
計
画
取
消
控
訴
事
件
（
昭
和
≡
二
年
（
ネ
）
第
七
七
号
、
東
京
高
裁
昭
壬
二
．
一
二
．
二
二
判
決
）
、
行
裁
月
報
六
号
一
毛
頁
、

　
判
例
大
全
公
法
編
（
以
下
判
例
大
全
）
一
一
八
頁
。

　
〔
6
〕
　
市
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
指
名
推
薦
に
関
す
る
決
議
取
消
請
求
事
件
　
（
昭
和
二
三
年
（
行
）
第
三
七
号
、
青
森
地
裁
昭
二
四
・

　
九
．
一
九
判
決
）
、
行
裁
月
報
二
〇
号
一
〇
六
頁
。

　
〔
7
〕
　
町
議
会
議
決
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
三
年
（
行
）
第
一
〇
号
、
京
都
地
裁
昭
二
四
・
工
二
六
判
決
）
、
行
裁
月
報
二
〇
号
一
八
九
頁
。

　
〔
8
〕
　
市
民
税
賦
課
無
効
確
認
請
求
事
件
（
昭
和
二
三
年
（
行
）
一
九
号
、
青
森
地
裁
昭
一
…
．
二
一
．
一
〇
判
決
）
、
行
裁
月
報
一
二
号
一
一

　
五
頁
、
同
一
八
号
三
〇
頁
。

　
〔
9
〕
　
第
二
種
事
業
税
課
税
処
分
取
消
請
求
併
合
事
件
（
昭
和
二
四
年
（
行
）
第
二
一
．
二
二
号
、
長
崎
地
裁
昭
二
四
．
一
一
．
一
判
決
）
、
行

　
裁
月
報
一
八
号
一
一
一
頁
。

　
〔
1
0
〕
　
農
地
賃
貸
借
契
約
解
約
不
許
可
取
消
請
求
事
件
（
昭
二
三
年
（
行
）
第
三
号
、
仙
台
地
裁
昭
二
五
．
一
．
二
判
決
）
、
行
裁
例
集
一

　
巻
一
号
七
九
頁
。

　
　
　
行
攻
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
（
三
七
一
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
三
七
二
）

　
〔
“
〕
　
第
二
種
事
業
税
賦
課
処
分
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
五
年
（
ネ
）
第
二
九
号
、
福
岡
高
裁
昭
二
七
．
一
．
一
九
判
決
）
、
行
裁
例
集

　
三
巻
追
録
（
四
巻
一
号
）
二
六
五
五
頁
。

　
〔
1
2
〕
　
代
執
行
戒
告
処
分
無
効
確
認
請
求
事
件
（
昭
和
二
八
年
（
行
）
第
四
号
、
横
浜
地
裁
昭
二
八
．
七
．
一
七
判
決
）
、
行
裁
例
集
四
巻
七
号

　
一
七
七
九
頁
。

　
〔
1
3
〕
　
却
下
決
定
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
九
年
（
行
）
第
一
二
号
、
広
島
地
裁
昭
三
〇
六
・
二
判
決
）
、
行
裁
例
集
六
巻
八
号
二
〇
三
一
頁
。

　
〔
1
4
〕
　
懲
戒
免
職
処
分
等
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
九
年
（
行
）
第
四
号
、
京
都
地
裁
昭
三
9
三
・
五
判
決
）
、
行
裁
例
集
六
巻
三
号
七
二
八
頁
。

　
〔
1
5
〕
　
公
売
処
分
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
八
年
（
ネ
）
第
三
五
号
、
高
松
高
裁
照
三
．
三
．
一
〇
判
決
）
、
行
裁
例
集
七
巻
三
号
五
二
四
頁
。

三
　
こ
れ
ら
一
一
の
判
決
を
見
て
み
る
と
〔
8
〕
を
除
ぎ
他
の
一
〇
の
判
決
が
共
通
し
て
、
「
重
大
な
」
（
〔
5
〕
．
〔
6
〕
．
〔
9
〕
．
〔
”
〕
．

〔
1
4
〕
・
〔
1
5
〕
）
あ
る
い
は
「
実
体
的
本
質
的
」
（
〔
7
〕
）
、
「
重
大
・
根
本
的
」
（
〔
1
2
〕
）
な
壊
疵
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
本
条
は
適
用
で
き

な
い
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
租
税
事
件
の
場
合
、
一
度
課
税
さ
れ
る
と
そ
れ
を
も
と
に
し

て
予
算
が
組
ま
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
出
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
場

合
で
も
、
鍛
疵
が
重
大
な
場
合
に
は
、
本
条
を
適
用
し
て
棄
却
す
る
こ
と
を
否
定
（
〔
9
〕
A
1
1
〕
）
し
、
ま
た
、
す
で
に
行
な
わ
れ
た
公
売

処
分
に
よ
っ
て
第
三
者
が
そ
の
公
売
物
を
取
得
し
て
い
る
よ
う
に
新
ら
し
い
権
利
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
て
も
、
堰
疵
が
重
大
な
場
合
に

は
、
本
条
の
適
用
に
よ
る
棄
却
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
〔
1
5
〕
。
こ
の
点
も
う
少
し
く
わ
し
い
検
討
を
要
す
る
が
、
そ
の
前
に
本

条
の
適
用
に
あ
た
っ
て
の
一
般
的
問
題
に
言
及
し
て
い
る
判
例
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
ま
ず
み
て
み
よ
う
。

　
④
　
特
例
法
一
一
条
は
、
前
に
も
の
べ
た
よ
う
に
そ
の
文
言
が
不
明
確
な
た
め
色
々
争
い
の
あ
る
条
文
で
あ
る
が
、
同
条
の
法
意
に
つ



い
て
〔
M
〕
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
行
政
処
分
が
違
法
と
し
て
取
消
、
又
は
変
更
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
取
消
、
又
は
変
更
以
前
に
当
該
行
政
処
分
に
基
い
て
発
生
し
た

法
律
関
係
、
社
会
関
係
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
は
法
律
の
当
然
に
予
測
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
例
外
で

あ
る
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
一
一
条
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
は
、
違
法
な
行
政
処
分
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
た
個
人
を
救
済
す
る
こ
と

が
、
社
会
全
体
の
利
益
を
阻
害
し
、
後
者
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
前
者
の
救
済
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
が
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

場
合
で
あ
っ
て
、
前
者
の
受
け
た
不
利
益
が
、
そ
の
救
済
の
結
果
後
者
に
与
え
る
不
利
益
よ
り
僅
少
で
あ
る
た
め
、
前
者
に
そ
の
不
利
益

を
受
認
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
い
う
も
の
と
解
す
る
」
と
し
て
、
本
条
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
事
情
の

考
慮
の
方
法
に
つ
い
て
、
一
般
的
・
抽
象
的
基
準
を
示
し
た
上
で
具
体
的
事
情
の
衡
量
に
入
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
〔
9
〕
の
判
決
も
「
特
例
法
＝
条
に
い
わ
ゆ
る
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
か
否
か
は
一
般
的
に
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
具
体
的
事
案
に
関
し
当
該
行
政
処
分
に
お
け
る
達
法
性
、
違
法
処
分
を
受
け
た
者
の
蒙
っ
た
損
害
、
そ
し
て
違
法
処
分
を
認
容
し
た

場
合
、
社
会
・
国
家
の
享
受
す
る
利
益
に
つ
き
夫
々
の
性
質
程
度
を
比
較
衡
量
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
個
別
的
相
対
的
に
決
定
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
も
の
で
あ
（
る
）
」
と
判
示
し
た
上
で
、
具
体
的
事
情
の
衡
量
を
進
め
て
い
る
が
、
一
般
的
に
は
首
肯
で
き
る
態
度
と
云
え
よ
う
。
し
か

し
、
窮
局
的
に
は
、
い
か
な
る
事
情
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
事
情
の
重
要
度
を
ど
の
程
度
評
価
す
る
か
と
い
う
具
体
的
妥
当
性
の
問
題
で
あ

る
か
ら
、
要
は
、
そ
の
事
情
の
考
慮
が
ど
の
程
度
国
民
一
般
の
法
感
情
を
納
得
さ
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
＠
　
〔
8
〕
は
、
本
条
が
無
効
確
認
訴
訟
に
は
適
用
さ
れ
な
い
旨
を
明
ら
か
に
し
た
判
決
で
あ
り
、
先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
本
件
の
上
告
審
判
決
で
あ
る
最
高
裁
判
決
〔
1
〕
で
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
三
七
三
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
（
三
七
四
）

　
〔
8
〕
は
、
前
掲
最
高
裁
判
決
〔
1
〕
の
第
一
審
判
決
で
あ
り
、
事
実
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
ま
ず
、
公
告
を
欠
く
条
例
に
も
と
づ

い
て
行
な
わ
れ
た
課
税
賦
果
処
分
は
「
そ
の
前
提
を
欠
如
」
す
る
か
ら
無
効
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
「
本
訴
請
求
の
よ
う
に
行
政
処

分
の
無
効
確
認
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
そ
の
適
用
が
な
い
こ
と
は
同
条
の
文
理
解
釈
上
一
点
疑
義
を
挿
む
余
地
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、

行
政
処
分
の
無
効
は
そ
の
取
消
又
は
変
更
の
場
合
と
異
な
り
本
来
行
政
処
分
の
理
疵
欠
陥
が
法
理
上
到
底
救
済
す
れ
ば
寛
に
無
か
ら
有
を

生
ぜ
さ
せ
る
結
果
を
招
来
し
、
従
っ
て
又
司
法
裁
判
所
が
積
極
的
に
行
政
処
分
を
敢
行
す
る
と
毫
も
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
に
な
り
、

か
く
て
は
三
権
分
立
の
趣
意
を
強
調
す
る
憲
法
の
律
意
に
も
背
戻
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
」
（
原
文
の
マ
マ
）
と
し
て
い
る
。

　
の
　
つ
ぎ
に
、
「
重
大
な
蝦
疵
」
の
あ
る
事
案
に
は
本
条
は
適
用
で
き
な
い
と
す
る
代
表
的
判
決
例
を
〔
違
法
な
事
実
〕
、
〔
事
情
の
抗

弁
〕
、
〔
判
旨
〕
を
示
し
て
い
ま
少
し
く
わ
し
く
み
て
み
よ
う
。

　
〔
5
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
被
控
訴
人
三
田
村
農
地
委
員
会
X
は
、
自
創
法
三
条
一
項
一
号
に
も
と
づ
き
、
昭
和
二
二
年
一
〇
月
一
〇
日

当
該
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
を
控
訴
人
Y
の
実
弟
訴
外
A
と
認
定
し
て
、
A
に
対
し
て
買
収
計
画
を
定
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
土
地

の
所
有
者
は
、
A
で
は
な
く
Y
で
あ
っ
た
。

　
〔
事
情
の
抗
弁
〕
　
被
控
訴
人
X
は
、
「
控
訴
人
Y
は
、
当
時
当
該
土
地
の
所
在
地
に
居
住
し
な
い
不
在
地
主
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
づ
れ

本
件
土
地
は
同
法
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
は
、
特
例
法
一
一
条
に
よ
っ
て
棄
却
せ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
主
張
し
た
Q

　
〔
判
旨
〕
　
本
条
は
、
「
或
る
特
定
の
人
に
対
す
る
行
政
処
分
に
つ
き
、
そ
の
手
続
等
に
つ
き
些
細
な
最
疵
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、

こ
れ
を
適
用
す
べ
き
も
の
で
、
行
政
庁
が
処
分
の
相
手
方
を
誤
っ
た
よ
う
な
重
大
な
違
法
処
分
の
取
消
変
更
を
求
め
る
訴
に
つ
い
て
は
、



そ
の
適
用
が
な
い
も
の
と
解
す
る
の
を
正
当
と
す
る
。
蓋
し
若
し
か
か
る
重
大
な
る
違
法
の
行
政
処
分
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
が
公
共
の

福
祉
に
適
合
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
こ
れ
が
取
消
変
更
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
れ
ば
、
法
が
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
す
る
為
に
、
違
法
な
行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
の
申
立
権
を
認
め
た
趣
意
は
、
殆
ど
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
虞
れ
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
本
件
の
場
合
、
仮
に
控
訴
人
Y
が
い
わ
ゆ
る
不
在
地
主
で
あ
っ
て
、
本
件
土
地
は
結
局
自
創
法
に
よ
り
買
収
さ
れ
る
運
命
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

あ
る
と
し
て
も
、
本
件
は
買
収
計
画
の
相
手
方
を
誤
っ
た
重
大
な
る
違
法
処
分
で
あ
り
、
且
、
若
し
控
訴
人
Y
の
請
求
が
同
条
の
適
用
に

よ
り
棄
却
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
農
地
の
所
有
者
た
る
控
訴
人
Y
は
、
他
人
に
対
す
る
買
収
計
画
に
よ
っ
て
、
対
価
を
受
く
る
こ
と

な
く
し
て
本
件
土
地
の
所
有
権
を
喪
失
せ
し
め
ら
れ
、
憲
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
財
産
権
の
保
障
を
も
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
」
（
傍
点
i
引
用
者
）
。

　
〔
9
〕
・
〔
1
1
〕
（
〔
9
〕
の
控
訴
審
判
決
）
「
違
法
の
事
実
」
　
被
告
（
控
訴
人
）
長
崎
県
知
事
X
は
、
長
崎
県
税
賦
課
徴
収
条
例
に
も
と
づ
い

て
、
揚
繰
網
漁
業
に
従
事
す
る
Y
等
原
告
一
、
一
九
四
名
に
対
し
、
第
二
種
事
業
を
営
む
も
の
と
し
て
昭
和
二
三
年
度
の
第
二
種
事
業
税
を

賦
課
し
た
。
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
網
主
に
雇
わ
れ
て
賃
金
を
得
て
漁
業
に
従
事
し
て
い
る
原
告
等
が
果
し
て
事
業
者
に
該
当
す
る
か
否

か
に
あ
っ
た
。

　
〔
事
情
の
抗
弁
〕
　
X
は
、
も
し
Y
等
が
事
業
者
と
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
す
で
に
賦
課
し
た
第
二
種
事
業
税
は
、
県
の
昭
和
二
三

年
度
の
才
入
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
Y
等
と
同
じ
立
場
に
あ
る
多
数
の
者
は
何
ら
異
議
な
く
納
税
し
て
い
る
現
状
等
か

ら
、
本
件
賦
課
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
は
、
他
に
及
ぼ
す
影
響
甚
大
な
も
の
が
あ
り
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
も
の
と
し
て
、
特
例

法
一
一
条
を
適
用
し
て
本
訴
を
棄
却
さ
れ
た
い
、
と
主
張
し
た
。

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
三
七
五
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
三
七
六
）

　
〔
判
旨
〕
　
そ
の
一
（
第
一
審
判
決
）
　
「
特
例
法
一
一
条
に
い
わ
ゆ
る
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
か
否
か
は
一
般
的
抽
象
的
に
論
ぜ
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
具
体
的
事
案
に
関
し
当
該
行
政
処
分
に
お
け
る
違
法
性
、
違
法
処
分
を
受
け
た
者
の
蒙
っ
た
損
害
、
そ
し
て

違
法
処
分
を
認
容
し
た
場
合
社
会
国
家
の
享
受
す
る
利
益
に
つ
き
夫
々
の
性
質
程
度
を
比
較
衝
量
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
的
相
対
的
に

決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
本
件
の
場
合
原
告
等
の
蒙
っ
た
損
害
と
い
う
も
の
は
適
法
な
手
続
に
よ
り
正
当
な
課
税
を
受
く
べ

き
財
産
上
の
基
本
権
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
で
あ
っ
て
法
の
下
の
平
等
を
保
障
さ
れ
た
原
告
等
の
か
か
る
基
本
的
地
位
は
そ
れ
自
体
が
厳

乎
と
し
て
擁
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
公
共
の
福
祉
で
あ
る
の
に
反
し
、
被
告
の
行
政
処
分
に
お
け
る
違
法
性
は
看
過
さ
る
べ
き
軽
微
な
堰
疵

と
は
い
え
ず
、
右
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
換
言
す
れ
ば
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
す
る
社
会

一
般
の
利
益
と
い
う
も
の
は
結
局
県
財
政
上
の
収
入
で
あ
っ
て
、
元
々
原
告
等
の
福
祉
を
侵
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
入
を
予
定
し
て
い

た
税
収
が
正
当
な
手
続
に
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徴
収
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
に
止
ま
り
、
こ
の
場
合
税
収
は
既
に
予
算
に
計
上
し

て
あ
っ
て
全
て
の
手
続
を
完
了
し
て
い
る
と
の
理
由
で
処
分
は
違
法
で
も
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
か
ら
原
告
等
の
請
求
を
棄
却
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
税
法
上
の
違
法
処
分
を
受
け
た
者
は
如
何
な
る
場
合
に
も
救
済
の
道
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
は
原
告

等
の
蒙
る
損
害
は
益
々
重
大
で
、
こ
れ
を
無
視
し
て
も
い
い
程
公
共
の
福
祉
が
大
で
あ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
点
に
関

す
る
被
告
の
主
張
も
亦
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

　
〔
判
旨
〕
　
そ
の
二
（
控
訴
審
判
決
）
福
岡
高
裁
判
決
は
、
本
件
揚
繰
網
漁
業
に
従
事
す
る
舟
子
の
所
得
の
性
質
を
雇
傭
に
よ
る
労
務
提

供
の
対
価
と
し
て
の
報
酬
と
認
定
し
、
し
た
が
っ
て
第
二
種
事
業
所
得
に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
当
該
課
税
賦
課
処
分
を
違
法
と
し
た
上

で
、
特
例
法
二
条
の
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
条
の
適
用
を
排
斥
す
る
理
由
は
、
原
判
決
と



同
一
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
本
件
事
業
税
の
賦
課
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
制
定
せ
ん
と
す
る
当
初
か
ら
反
対
あ
り
、
而
も
被
控
訴
人
等

は
挙
っ
て
こ
れ
に
対
し
賦
課
処
分
後
は
固
よ
り
、
そ
の
前
か
ら
不
満
を
表
明
し
異
議
を
申
立
て
て
い
た
事
実
よ
り
し
て
、
控
訴
人
が
今
少

し
慎
重
に
事
案
の
真
相
を
究
明
し
、
本
件
被
控
訴
人
等
が
網
主
の
被
傭
者
な
り
と
の
判
断
に
到
達
し
い
た
る
に
お
い
て
は
控
訴
人
の
照
会

に
対
し
政
府
（
地
方
財
政
委
員
会
）
に
お
い
て
も
本
件
条
例
の
制
定
を
不
可
と
し
事
業
税
を
賦
課
す
べ
か
ら
ず
と
回
答
し
た
る
べ
し
と
推
認

せ
ら
る
べ
き
事
情
に
あ
（
る
）
」
と
、
手
続
を
十
分
尽
せ
ば
、
本
件
の
毅
疵
は
回
避
で
き
た
で
あ
る
か
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
て
い
る
。

　
〔
価
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
控
訴
人
X
は
、
三
島
化
学
工
業
所
の
名
称
の
下
に
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
製
造
販
売
を
業
と
し
て
い
た
も
の
な
る

と
こ
ろ
、
昭
和
二
三
、
四
、
五
年
度
の
物
品
税
、
所
得
税
、
取
引
高
税
等
合
計
七
〇
万
七
千
余
円
を
滞
納
し
た
た
め
、
昭
和
二
五
年
一

二
月
二
五
日
伊
予
三
島
税
務
署
長
よ
り
本
件
に
係
る
物
件
を
公
売
処
分
に
付
せ
ら
れ
、
補
助
参
加
人
三
島
工
業
株
式
会
社
が
金
一
七
九
万

円
で
落
札
し
た
。
こ
の
公
売
処
分
に
不
服
な
X
は
、
同
二
六
年
一
月
二
三
日
被
控
訴
人
高
松
国
税
局
長
Y
に
対
し
て
異
議
申
立
書
を
提
出

し
、
そ
の
後
X
は
同
年
二
月
一
目
改
め
て
前
記
税
務
署
長
に
対
し
再
調
査
の
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
右
再
調
査
請
求
は
期
間
経
過
に
よ
り

不
適
法
な
も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
た
の
で
、
X
は
適
法
な
期
間
内
な
る
同
年
三
月
四
日
Y
に
対
し
審
査
請
求
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
同
年
六

月
二
日
こ
れ
に
対
し
棄
却
決
定
が
な
さ
れ
た
。
本
件
の
争
点
は
、
提
出
先
を
誤
っ
た
公
売
処
分
に
対
す
る
再
調
査
の
請
求
と
再
調
査
請
求

期
間
の
遵
守
の
要
否
、
二
審
級
の
訴
願
手
続
を
定
め
て
あ
る
場
合
に
お
け
る
取
消
訴
訟
の
要
件
と
し
て
の
訴
願
経
由
の
要
否
な
ど
の
問
題

も
あ
る
が
、
特
例
法
コ
条
と
の
関
係
で
中
心
的
間
題
と
な
っ
た
の
は
、
④
不
動
産
差
押
の
効
力
発
生
要
件
、
＠
国
税
徴
収
法
施
行
規
則

一
九
条
所
定
の
公
告
に
公
売
財
産
の
表
示
が
適
式
で
あ
っ
た
か
否
か
、
の
不
動
産
差
押
調
書
謄
本
交
付
の
日
と
公
売
公
告
に
よ
る
公
売
期

目
の
間
に
一
〇
日
の
期
間
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
の
可
否
等
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
（
三
七
七
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
三
七
八
）

　
〔
事
情
の
抗
弁
〕
　
「
仮
り
に
叙
上
説
示
に
し
て
理
由
な
く
本
件
公
売
処
分
が
取
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

買
受
人
た
る
参
加
会
社
に
お
い
て
数
百
万
円
の
巨
費
を
投
じ
て
残
渣
物
を
収
去
し
、
敷
地
を
地
均
し
建
物
の
移
築
又
は
取
段
し
を
行
っ
て

お
り
、
事
実
上
原
状
に
回
復
す
る
こ
と
は
絶
対
に
不
能
で
あ
る
。
し
か
し
一
旦
判
決
を
以
っ
て
取
消
さ
れ
た
以
上
坐
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
被
控
訴
人
側
と
参
加
会
社
は
、
原
状
回
復
の
方
途
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
叉
々
費
用
を
投
じ
て
折
角
新
築
又
は
移

築
し
た
建
物
を
撤
去
又
は
修
復
し
、
敷
地
を
凹
凸
化
し
、
残
渣
物
を
運
び
込
ん
で
、
腐
り
か
か
っ
た
工
場
を
再
建
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い

こ
と
は
無
意
義
で
あ
っ
て
国
民
経
済
上
甚
し
い
損
害
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
様
な
場
合
判
決
の
結
果
が
公
共
の
福
祉

に
適
合
し
な
い
も
の
と
し
て
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
一
一
条
の
適
用
の
余
地
は
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
民
事
訴

訟
法
第
六
百
七
十
四
条
の
規
定
が
他
山
の
石
と
し
て
参
考
に
供
せ
ら
る
べ
ぎ
も
の
と
信
ず
る
」
。

　
〔
判
旨
〕
　
④
に
つ
い
て
。
「
滞
納
者
は
、
不
動
産
差
押
調
書
の
謄
本
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
は
じ
め
て
現
実
に
い
く
ば
く
の
滞
納

税
額
に
つ
き
い
か
な
る
不
動
産
に
つ
い
て
差
押
を
受
け
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
税
徴
収
法
に
よ
る
不
動
産
の
差

押
の
効
力
は
、
右
謄
本
の
交
付
に
よ
り
発
生
し
、
元
来
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
た
る
登
記
の
み
に
よ
っ
て
効
力
を
発
生
す
る
も
の
と

解
す
べ
き
で
は
な
い
」
（
要
旨
）
。

　
＠
に
つ
い
て
。
「
公
売
公
告
に
お
い
て
国
税
徴
収
法
施
行
規
則
第
一
九
条
の
法
意
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
公
売
に
係
る
機
械
器
具
は
多
種
、

多
数
の
物
件
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
工
場
抵
当
法
三
条
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
物
件
目
録
程
度
の
明
細
を
表
示
す
る
要
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
公
売
物
件
を
一
括
公
売
に
付
す
る
旨
の
記
載
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
右
国
税
徴
収
法
施
行
規
則
一
九
条
に
違
反
し
霰
疵
あ
る

公
告
と
謂
う
の
ほ
か
は
な
い
」
（
要
旨
）
。



　
の
に
つ
い
て
。
「
公
売
処
分
を
な
す
に
は
国
税
徴
収
法
施
行
規
則
一
九
条
、
二
二
条
、
三
一
条
に
ょ
り
少
く
と
も
右
公
売
期
日
前
一
〇
日

の
法
定
期
問
を
お
い
て
公
告
す
べ
き
こ
と
を
要
請
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
本
件
に
お
い
て
は
、
か
か
る
期
間
は
実
質
的
に
五
日
間
し

か
存
在
し
な
か
っ
た
。
」
（
要
旨
）
。
他
方
「
こ
の
一
〇
日
問
の
法
定
期
間
は
、
滞
納
者
に
公
売
期
日
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納

税
の
機
会
を
与
え
、
幸
に
し
て
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
家
は
直
ち
に
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
上
、
爾
後
の
手
続
を
省
略
し
う
る

こ
と
に
な
り
、
滞
納
者
は
財
産
権
の
喪
失
か
ら
免
れ
て
再
び
生
業
継
続
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
か
か
る
法
定

期
間
を
欠
く
こ
と
は
滞
納
者
の
保
護
に
欠
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
（
要
旨
）
。
「
以
上
の
諸
点
を
考
え
る
と
本
件
公
売
処
分
は
重
大
な
違
法

性
を
具
有
す
る
も
の
と
謂
う
べ
ぎ
で
あ
る
。
」
（
要
旨
）
。

　
こ
の
よ
う
に
本
条
を
適
用
し
う
る
の
は
、
蝦
疵
が
軽
微
な
場
合
で
あ
っ
て
、
関
係
人
の
権
利
に
重
大
あ
る
い
は
根
本
的
な
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
理
疵
を
帯
有
し
て
い
る
よ
う
な
事
案
に
は
適
用
し
得
な
い
と
す
る
の
が
判
例
の
確
立
し
た
態
度
で
あ
る
。
こ
の
点
あ
と
で
検
討

す
る
よ
う
に
妥
当
な
判
断
と
云
っ
て
よ
い
。

　
つ
ぎ
に
、
〔
事
情
の
抗
弁
〕
に
対
す
る
事
情
の
採
用
、
考
慮
も
お
お
む
ね
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
〔
9
〕
・
〔
1
1
〕
が
判
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
ま
ず
侵
害
さ
れ
て
い
る
権
利
の
性
格
と
侵
害
の
程
度
を
明
ら
か
に
し
他
方
抗
弁
と
し
て
主
張
さ
れ
た
擁
護
さ
れ
る
べ
き
公
共
の
福

祉
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
国
民
の
基
本
権
の
確
保
と
い
う
観
点
に
主
眼
を
お
い
て
比
較
衡
量
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
蒙
っ
た
損
害
と
い
う
も
の
は
適
法
な
手
続
に
よ
り
正
当
な
課
税
を
受
く
べ
き
財
産
上
の
基
本
権
に
対
す
る
重
大
な
侵
害
で
あ
っ
て

法
の
下
の
平
等
を
保
障
さ
れ
た
原
告
等
の
か
か
る
基
本
的
地
位
は
そ
れ
自
体
が
厳
平
と
し
て
擁
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
公
共
の
福
祉
で
あ
る

…
…
（
他
方
）
右
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
…
…
（
す
な
わ
ち
）
社
会
一
般
の
利
益
と
い
う
も
の
は
結
局
県
財

　
　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
三
七
九
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
三
八
○
）

政
上
の
収
入
で
あ
っ
て
…
…
正
当
な
手
続
に
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
税
の
ー
引
用
者
）
徴
収
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
に
止
ま
り
、

…
…
既
に
予
算
に
計
上
し
て
あ
っ
て
全
て
の
手
続
を
完
了
し
て
い
る
と
の
理
由
で
…
…
原
告
等
の
請
求
を
棄
却
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
税
法
上
の
違
法
処
分
を
受
け
た
者
は
如
何
な
る
場
合
に
も
救
済
の
道
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
く
て
原
告
等
の
蒙
る
損
害
は
益
々

重
大
で
（
あ
る
）
」
（
〔
9
〕
・
〔
”
〕
）
と
の
例
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
か
く
、
既
成
事
実
が
成
立
し
て
い
る
と
行
政
の
利
便
あ
る

い
は
行
政
の
法
的
安
定
性
を
お
も
ん
ば
か
る
あ
ま
り
、
行
政
庁
優
位
の
判
断
が
示
さ
れ
が
ち
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
本
条
の
適
用
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

否
定
し
た
こ
れ
ら
の
判
決
は
お
お
む
ね
妥
当
な
判
断
を
示
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
手
続
を
十
分
尽
せ
ば
容
易
に
毅
疵
の
な
い
行

政
処
分
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
本
条
不
適
用
の
理
由
の
一
つ
に
か
か
げ
て
い
る
〔
11
〕
の
判
示
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
〔
m
〕
は
、
違
法
な
手
続
に
よ
っ
て
一
旦
な
さ
れ
た
行
政
処
分
を
争
っ
て
い
る
最
中
に
、
改
め
て
適
法
な
手
続
を
行
な
い
、
引

続
き
一
連
の
行
政
処
分
を
行
な
っ
て
新
ら
し
い
法
律
関
係
あ
る
い
は
事
実
状
態
が
形
成
さ
れ
て
い
る
事
案
に
対
し
て
、
「
或
る
行
政
処
分

が
不
適
法
と
し
て
争
わ
れ
て
い
る
際
に
、
少
く
と
も
、
そ
の
行
政
処
分
を
し
た
と
同
じ
行
政
庁
に
よ
っ
て
爲
さ
れ
た
そ
の
後
の
行
政
処
分

に
よ
っ
て
前
に
な
さ
れ
た
行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
方
法
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
は
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
一
〇
条
第
一
項
の
立

法
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
り
ひ
い
て
は
人
民
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
行
政
庁
の
違
法
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
の
権
利
を
不
当
に
奪

う
結
果
と
な
っ
て
之
を
認
め
た
法
律
の
精
神
に
反
す
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
…
…
こ
の
よ
う
な
事
情
の
存
在
は
行
政
事
件
訴
訟

特
例
法
第
一
一
条
第
一
項
を
適
用
す
べ
き
場
合
に
該
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
が
、
行
政
行
爲
に
公

定
力
が
あ
る
以
上
、
一
た
び
な
さ
れ
た
行
政
処
分
を
前
提
に
し
て
、
容
易
に
既
成
事
実
が
形
成
さ
れ
る
行
政
処
分
の
特
殊
性
を
考
え
る
と

こ
の
点
の
判
断
も
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。



（
1
）
　
〔
8
〕
の
判
例
批
評
に
つ
い
て
は
、
平
峯
・
前
掲
論
文
㊧
税
法
学
四
号
一
二
頁
以
下
。

（
2
）
　
こ
の
点
、
平
峯
判
事
は
、
妥
当
な
判
決
と
賛
成
し
て
お
ら
れ
る
Q
す
な
わ
ち
、
「
特
例
法
第
十
一
条
の
適
用
に
関
し
て
判
決
の
述
べ
る
と
こ
ろ

　
　
に
も
賛
成
す
る
。
本
件
賦
課
処
分
が
取
消
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
県
全
体
の
収
支
予
算
に
お
い
て
収
入
減
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
賦

　
　
課
し
得
な
い
税
収
を
予
算
に
計
上
し
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
違
法
を
無
視
し
て
本
件
賦
課
処
分
に
よ
る
税
収
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
公
共
の
福
祉

　
　
に
副
う
も
の
で
あ
る
と
は
絶
対
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。
平
峯
・
前
掲
論
文
㊧
税
法
学
四
号
一
六
頁
。

四

下
級
裁
判
決
の
概
観
と
そ
の
問
題
点

　
ー
そ
の
二
　
本
条
適
用
判
決

一
　
本
条
を
適
用
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
下
級
審
の
判
決
は
、
つ
ぎ
の
一
六
判
決
で
あ
る
。

〔
循
〕
　
除
名
処
分
無
効
確
認
並
び
に
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
三
年
（
行
）
第
四
号
・
第
八
号
併
合
、
京
都
地
裁
昭
壬
二
・
一
一
・
一
五
判
決
）
、

行
裁
月
報
二
一
号
一
二
八
頁
、
判
例
大
全
一
一
七
頁
。

〔
1
7
〕
　
土
地
所
有
権
確
認
及
不
当
買
収
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
≡
二
年
（
ネ
）
第
六
九
号
、
広
島
高
裁
昭
二
四
・
五
・
九
判
決
）
、
行
裁
月

報
二
二
号
七
七
頁
。

〔
1
8
〕
　
農
地
買
収
不
当
処
分
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
三
年
（
ネ
）
第
一
〇
八
号
、
広
島
高
裁
昭
二
四
．
六
・
九
判
決
）
、
行
裁
月
報
二
二

号
一
〇
七
頁
ゆ

〔
1
9
〕
　
宅
地
買
収
計
画
等
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
四
年
（
行
）
第
三
七
号
、
神
戸
地
裁
昭
二
五
・
二
・
二
〇
判
決
）
、
行
裁
例
集
一
巻
一
二
号

二
九
八
頁
。

　
　
　
行
攻
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
三
八
一
）



　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
三
八
二
）

〔
20
〕
　
市
民
税
賦
課
無
効
確
認
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
三
年
（
ネ
〉
第
二
三
号
、
仙
台
高
裁
昭
二
四
・
七
・
八
判
決
）
、
行
裁
月
報
一
八
号
六

五
頁
、
判
例
大
全
公
法
編
二
九
頁
。

〔
2
1
〕
　
自
創
法
に
基
き
為
し
た
る
不
当
処
分
の
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
壬
二
年
（
行
）
第
八
号
、
甲
府
地
裁
昭
二
五
・
五
・
壬
二
判
決
）
、
行
裁

例
集
一
巻
七
号
九
六
二
頁
。

〔
2
2
〕
　
宅
地
買
収
取
消
等
請
求
事
件
（
昭
和
二
四
年
（
行
）
第
三
七
号
、
神
戸
地
裁
昭
二
五
．
二
・
二
〇
判
決
）
、
行
裁
例
集
一
巻
二
号
二
九
八

頁
。〔

2
3
〕
　
農
地
買
収
処
分
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
四
年
（
ネ
）
七
九
号
、
広
島
高
裁
岡
山
支
部
昭
二
七
・
七
・
一
八
判
決
）
、
行
裁
例
集
三

巻
六
号
二
八
頁
。

〔
2
4
〕
　
町
議
会
議
員
無
資
格
決
定
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
七
年
（
行
）
第
三
七
号
、
青
森
地
裁
昭
二
八
・
六
二
五
判
決
）
、
行
裁
例
集
四
巻

六
号
一
五
〇
六
頁
。

〔
2
5
〕
　
訴
願
裁
決
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
七
年
（
行
）
第
九
号
、
山
口
地
裁
昭
二
八
・
二
丁
三
判
決
）
、
行
裁
例
集
四
巻
一
二
号
二
八
こ

頁
。〔

2
6
〕
　
行
政
処
分
取
消
等
請
求
控
訴
事
件
（
昭
和
二
九
年
（
ネ
）
第
七
号
、
高
松
高
裁
昭
三
〇
・
四
・
三
〇
判
決
）
、
行
裁
例
集
六
巻
四
号
一
一

一
四
頁
。

〔
2
7
〕
　
訴
願
裁
決
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
七
年
（
行
）
第
八
号
、
山
口
地
裁
昭
三
丁
三
二
判
決
）
、
行
裁
例
集
七
巻
三
号
三
六
三
頁
。

〔
2
8
〕
　
農
地
買
収
売
渡
計
画
取
消
決
議
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
二
六
年
（
行
）
第
一
号
、
津
地
裁
昭
一
三
・
一
二
・
五
判
決
）
、
行
裁
例
集
七
巻



　
一
二
号
二
九
二
三
頁
。

　
〔
2
9
〕
　
換
地
処
分
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
四
一
年
（
行
ウ
）
第
八
号
、
長
野
地
裁
昭
四
三
・
四
・
三
〇
判
決
）
、
行
裁
例
集
一
九
巻
四
号
八
二
三

　
頁
。

　
〔
3
0
〕
　
解
職
処
分
取
消
請
求
事
件
（
昭
和
三
二
年
（
行
）
第
一
二
号
、
仙
台
地
裁
昭
三
五
・
二
・
二
九
判
決
）
、
行
裁
例
集
一
｝
巻
三
号
七
〇
三

　
頁
。

　
〔
別
〕
　
行
政
処
分
執
行
停
止
申
立
事
件
（
昭
和
二
五
年
（
行
モ
）
第
一
号
、
青
森
地
裁
昭
二
五
・
六
二
五
判
決
）
、
行
裁
例
集
一
巻
二
号
二
六
一

　
頁
。

二
　
以
上
の
判
決
を
概
観
し
て
み
る
と
、
事
情
判
決
の
適
用
を
否
定
し
た
前
述
の
判
決
例
が
比
較
的
妥
当
な
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、

事
情
判
決
を
適
用
し
て
い
る
判
決
例
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
問
題
を
含
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
。

　
ω
　
ま
ず
、
理
由
も
十
分
示
さ
な
い
で
安
易
に
事
情
判
決
を
適
用
し
て
い
る
判
決
が
み
ら
れ
る
（
〔
1
7
・
1
8
〕
）
。
事
情
判
決
の
適
用
は
実

質
的
に
み
て
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
否
定
す
る
に
も
等
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
極
め
て
限
定
的
に
し
か
も
十
分
首
肯
し
得
る
理

由
を
も
っ
て
適
用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
〔
2
〕
の
最
高
裁
判
決
が
、
本
条
を
適
用
す
る
に
は
、
「
単
に
一
般
的
に
…
…
公
共
の
福
祉
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち

め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
…
…
と
す
る
旨
説
示
し
た
だ
け
で
（
は
不
十
分
で
）
、
…
…
具
体
的
に
本
件
に
つ
い
て
処
分
は
違
法
で
あ
る
が
、

処
分
を
取
り
消
し
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
」
（
傍
点
ー
引
用
者
）
十
分
首
肯
し
得
る
理
由
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
、
本
条
適
用
の
重
大
性
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
判
決
と
云
っ
て
よ
い
。

　
＠
　
事
情
判
決
を
適
用
す
る
理
由
と
し
て
、
違
法
性
の
存
在
は
認
定
し
な
が
ら
、
い
づ
れ
新
た
な
行
政
処
分
が
行
な
わ
れ
同
一
の
結
果

　
　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
三
八
三
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
三
八
四
）

に
帰
着
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
も
の
が
み
ら
れ
る
（
〔
伯
〕
〔
2
0
〕
〔
2
2
〕
露
〕
）
。
事
案
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

　
〔
ね
〕
　
「
違
法
の
事
実
」
　
被
告
尼
崎
市
園
田
地
区
農
地
委
員
会
X
は
、
自
創
法
一
五
条
一
項
二
号
に
よ
り
、
昭
和
二
三
年
一
〇
月
四
日

原
告
Y
所
有
の
宅
地
九
六
坪
の
買
収
計
画
を
定
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
宅
地
の
賃
借
権
者
は
訴
外
A
で
あ
る
が
、
A
は
所
謂
自
作
農
と

な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
A
と
同
一
世
帯
に
あ
る
長
男
B
は
自
創
法
に
よ
り
自
作
農
と
な
っ
た
者
で
、
A
も
右
農
地
の
耕

作
に
た
づ
さ
わ
っ
て
お
り
、
本
件
宅
地
が
右
農
地
の
利
用
上
必
要
と
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
買
収
申
請
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
告
Y

は
、
本
件
宅
地
の
買
収
計
画
は
、
自
創
法
一
五
条
の
定
め
る
申
請
資
格
（
「
同
法
に
ょ
る
買
収
農
地
等
の
売
渡
を
受
け
て
自
作
農
と
な
る
べ
き
者
」

ー
引
用
者
）
に
欠
け
る
A
の
申
請
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
X
に
異
議
申
立
を
し
た
と
こ
ろ
訴
願
棄
却

の
裁
決
が
あ
っ
た
の
で
、
右
訴
願
裁
決
の
取
消
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

　
〔
判
旨
ー
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
本
件
A
の
申
請
は
た
し
か
に
形
式
的
に
は
違
法
な
も
の
で
あ
る
が
、
「
仮
令
こ
れ
を
理
由
に
そ
の
買
収

計
画
を
取
消
し
て
み
て
も
右
B
か
ら
申
請
が
あ
れ
ぼ
（
右
の
よ
う
な
理
由
で
取
り
消
せ
ば
改
め
て
そ
の
申
請
の
あ
る
べ
き
は
予
想
に
難
く
な
い
）
い

ず
れ
同
一
の
買
収
計
画
を
樹
て
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
買
収
計
画
を
維
持
せ
し
め
て
も
、
そ
の
売
渡
は
同
法
第
二
九
条
に
よ
り

農
地
売
渡
を
受
け
た
者
（
本
件
で
は
右
B
）
に
対
し
て
な
さ
れ
る
の
で
、
結
果
は
同
一
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
急
速
な
実
現
を
期
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
む

て
い
る
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
に
よ
る
事
業
の
一
で
あ
る
本
件
買
収
計
画
を
か
か
る
形
式
的
理
由
に
よ
り
取
り
消
す
こ
と
は
究
局
に
お

い
て
公
共
の
福
祉
を
目
的
と
す
る
右
法
律
の
精
神
に
適
合
せ
ぬ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
条
第
】
項
に
よ

り
右
違
法
を
理
由
と
す
る
原
告
の
請
求
は
容
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。
」
（
傍
点
…
引
用
者
）
。

　
〔
2
4
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
原
告
X
は
、
昭
和
二
六
年
四
月
二
三
日
被
告
町
Y
町
議
会
議
員
に
当
選
し
、
爾
来
引
続
き
そ
の
職
に
あ
っ
た



と
こ
ろ
、
被
告
町
議
会
は
昭
和
二
七
年
九
月
二
五
日
住
所
が
黒
石
町
に
な
い
と
い
う
理
由
で
原
告
に
町
議
会
議
員
の
被
選
挙
権
が
な
い
旨

の
決
定
を
な
し
同
日
原
告
に
そ
の
決
定
書
を
交
付
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
告
町
議
会
は
右
決
定
を
な
す
に
つ
き
委
員
会
の
審
査
を
経

て
い
な
い
か
ら
被
告
町
議
会
会
議
規
則
第
四
七
条
の
議
員
の
被
選
挙
権
の
有
無
の
決
定
に
つ
い
て
は
委
員
会
の
審
査
を
経
て
議
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
に
違
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
。

　
〔
判
旨
ー
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
「
被
告
町
議
会
が
同
町
議
会
会
議
規
則
四
七
条
所
定
の
委
員
会
の
審
査
を
経
ず
本
件
決
定
を
な
し
た
こ

と
（
は
）
、
…
…
右
会
議
規
則
に
反
す
る
違
法
な
決
定
で
あ
る
」
。

　
「
そ
こ
で
右
違
法
を
理
由
に
本
件
決
定
を
取
消
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
き
按
ず
る
に
…
…
原
告
の
住
所
は
本
件
決
定
当
時
並
び
に
そ
の

後
に
お
い
て
も
黒
石
町
に
な
い
こ
と
が
明
で
（
マ
マ
）
あ
る
か
ら
本
件
決
定
を
前
叙
の
如
き
手
続
上
の
毅
疵
を
理
由
と
し
て
取
消
す
こ
と
は

徒
に
被
告
町
議
会
を
し
て
同
じ
決
定
を
反
覆
せ
し
め
る
の
結
果
を
招
来
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
条
の
趣
旨

を
汲
み
、
右
決
定
は
前
記
の
如
く
違
法
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
は
取
消
す
べ
ぎ
も
の
で
な
い
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
。

　
こ
の
二
つ
の
判
決
の
示
す
事
情
判
決
適
用
の
理
由
は
、
い
づ
れ
も
十
分
説
得
力
を
も
ち
う
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
〔
1
9
〕
は
、
平

峯
判
事
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
適
法
な
処
分
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
実
上
の
可
能
性
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
と
、
自
作
農
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

設
の
急
速
な
実
現
だ
け
が
公
共
の
福
祉
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
」
等
か
ら
必
ず
し
も
十
分
な
事
情
の
考
慮
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
云

え
な
い
。
自
創
法
一
五
条
が
、
申
請
資
格
を
有
す
る
者
を
「
同
法
に
よ
る
買
収
農
地
等
の
売
渡
を
受
け
て
自
作
農
と
な
る
べ
ぎ
者
」
に
限

定
し
て
い
る
趣
旨
は
、
自
創
法
の
立
法
趣
旨
が
、
農
村
民
主
化
の
一
環
と
し
て
少
数
の
者
に
所
有
さ
れ
て
い
た
農
地
を
自
ら
農
耕
す
る
者

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
コ
ニ
条
論
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
三
八
五
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
三
八
六
）

に
与
え
て
生
活
の
基
礎
を
確
立
さ
せ
る
に
あ
る
に
し
て
も
、
誰
れ
に
で
も
そ
の
権
利
を
与
え
た
の
で
は
、
買
収
．
売
渡
さ
れ
た
土
地
が
利

殖
の
対
象
と
化
す
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
そ
の
点
か
ら
の
限
定
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
申
請
資
格
を
有
す
る
か
否
か
は
、
重
大
な

要
件
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
本
判
決
は
、
当
時
の
民
主
化
推
進
一
辺
倒
の
風
潮
か
ら
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
こ
の

点
の
配
慮
を
欠
き
、
あ
ま
り
に
も
自
作
農
創
設
に
急
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
行
政
の
便
に
傾
き
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
な
い
と
は
云
え

な
い
。

　
ま
た
、
〔
2
4
〕
の
判
決
も
、
事
情
判
決
を
安
易
に
適
用
し
て
い
る
例
と
評
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、
本
件
の
場
合
適
用
す
る
理
由

が
な
い
よ
う
に
さ
え
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
手
続
上
の
違
法
を
理
由
に
し
て
、
無
資
格
決
定
を
取
り
消
し
て
も
、
そ
の
与
え
る
影
響

（
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
公
益
）
は
、
単
に
行
政
の
や
り
直
し
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
す
で
に
生
じ
た
旧
に
復
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
法
律
関
係
や
事
実
状
態
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
本
条
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ

れ
る
議
会
の
議
事
手
続
の
適
正
さ
こ
そ
大
き
い
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
の
事
情
判
決
を
適
用
す
る
理
由
と
し
て
、
違
法
な
処
分
と
し
て
争
わ
れ
て
い
る
対
象
（
訴
訟
物
）
が
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
少
な
い
場

合
に
は
、
本
条
を
適
用
し
て
事
惜
判
決
を
下
す
と
す
る
例
が
あ
る
（
〔
烈
〕
〔
2
5
〕
〔
27
〕
）
。
そ
の
例
と
し
て
〔
2
7
〕
を
と
り
あ
げ
て
示
し
て
お

こ
う
o

　
〔
2
7
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
訴
外
下
松
市
下
松
地
区
農
業
委
員
会
A
は
、
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
日
原
告
X
所
有
の
本
件
土
地
は
、
不
在

地
主
の
所
有
農
地
で
あ
る
か
ら
自
創
法
三
条
一
項
に
よ
り
買
収
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
に
つ
き
買
収
計
画
を
樹
立
し
、
同
年
同

月
二
目
そ
の
旨
を
公
告
し
翌
三
日
X
に
通
知
し
た
。
そ
こ
で
X
は
、
同
月
八
日
右
A
に
異
議
の
申
立
を
し
た
が
排
斥
さ
れ
た
の
で
同
月
二



○
日
山
口
県
農
業
委
員
会
に
訴
願
し
た
と
こ
ろ
こ
れ
も
棄
却
さ
れ
た
の
で
右
裁
決
取
決
を
求
め
て
提
訴
し
た
。
こ
こ
で
争
わ
れ
た
の
は
、

手
続
的
蝦
疵
と
買
収
対
象
の
土
地
の
中
に
非
農
地
（
爆
弾
に
ょ
る
陥
没
地
、
宅
地
、
物
干
場
、
水
路
）
な
ど
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
〔
判
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
手
続
的
理
疵
の
存
在
は
排
斥
し
た
が
、
右
主
張
の
非
農
地
中
水
路
の
部
分
に
つ
い
て
は
非
農
地
と
し
て

認
定
し
、
そ
れ
を
買
収
対
象
と
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
と
認
定
し
た
上
で
、
「
現
況
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
の
一
部
で
あ
る
旧
水
路
の
範
囲

部
分
の
み
を
買
収
か
ら
除
外
し
て
み
て
も
、
原
告
が
こ
れ
を
単
独
で
利
用
す
べ
き
特
段
の
価
値
を
見
出
し
難
い
に
反
し
、
右
買
収
除
外
の

た
め
買
収
、
売
渡
後
は
…
…
現
況
水
路
で
、
も
と
畑
で
あ
っ
た
部
分
及
び
そ
の
両
側
の
農
地
が
耕
作
者
の
所
有
に
、
旧
水
路
の
部
分
の
み

が
原
告
の
所
有
と
な
る
こ
と
と
な
り
、
…
…
用
水
路
の
利
用
関
係
を
め
ぐ
っ
て
…
…
農
地
の
耕
作
者
に
不
安
不
便
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず

耕
地
の
灌
水
に
関
し
両
所
有
者
間
の
紛
争
を
惹
起
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
仮
に
現
況
水
路
の
幅
を
旧
に
復
す
る
と
し
て
も
そ
の
範
囲
の
確

定
、
復
旧
の
経
費
、
復
旧
後
の
利
用
関
係
等
に
つ
い
て
の
紛
争
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
本
件
裁
決
中

前
記
旧
水
路
地
に
関
す
る
部
分
を
取
消
す
こ
と
は
、
耕
作
者
の
地
位
を
安
定
し
土
地
の
農
業
上
の
利
用
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

自
創
法
の
精
神
に
反
し
、
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
右
水
路
の
位
置
面
積
、
利
用
状
況
及
び

そ
の
価
値
等
か
ら
み
て
該
水
路
地
に
つ
い
て
定
め
た
買
収
計
画
及
び
こ
の
部
分
に
関
す
る
訴
願
裁
決
の
環
疵
が
重
大
且
つ
根
本
的
な
も
の

で
あ
る
と
は
認
め
難
い
か
ら
右
処
分
が
当
然
無
効
で
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
。
よ
っ
て
…
…
特
例
法
第
一
一
条
第
一
項
を
適
用
し
て
こ
れ

を
棄
却
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
」
。

　
ま
た
、
〔
2
1
〕
は
、
厩
舎
、
堆
肥
置
場
の
敷
地
に
当
て
ら
れ
て
い
る
五
坪
余
の
非
農
地
を
含
む
三
七
坪
の
土
地
全
体
を
農
地
と
し
て
買

収
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
非
農
地
部
分
に
対
す
る
買
収
処
分
取
消
の
請
求
を
事
情
判
決
に
よ
っ
て
棄
却
し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
な

　
　
　
行
攻
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
（
三
八
七
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
三
八
八
）

ど
も
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
〔
2
1
〕
や
〔
2
7
〕
が
判
示
す
る
よ
う
に
違
法
性
が
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
違
法
を
理
由
と
し
て
処
分
を
取
り
消
す
ほ

ど
の
こ
と
も
な
い
例
な
ど
が
あ
る
わ
け
で
、
取
り
消
さ
な
い
こ
と
が
利
害
関
係
人
の
権
利
と
根
本
的
に
か
か
わ
る
よ
う
な
場
合
を
除
い

て
、
右
判
決
の
よ
う
な
判
断
の
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
も
、
財
産
的
価
値
が
小
さ
く
て
も
、
そ

の
当
事
者
の
生
活
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
重
大
な
意
味
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
判
決
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
場
合

に
は
よ
り
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
理
由
を
根
拠
と
し
て
事
情
判
決
を
行
な
っ
た
例
は
、
そ
れ
で
も
少
な
い
方
で
あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
の

は
一
旦
行
な
わ
れ
た
行
政
処
分
に
よ
っ
て
後
続
の
法
律
関
係
あ
る
い
は
事
実
関
係
が
積
み
か
さ
ね
ら
れ
た
結
果
、
そ
れ
を
旧
に
覆
す
る
の

は
社
会
的
あ
る
い
は
法
的
安
定
性
を
阻
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
〔
2
0
〕
〔
2
6
〕
〔
2
8
〕
〔
2
9
〕
）
。
こ
の
よ
う
な
判
決
例
の
問
題
は
、
争
わ

れ
た
違
法
性
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か
、
重
大
・
根
本
的
な
も
の
か
そ
れ
と
も
軽
微
な
も
の
か
で
あ
る
が
、
法
的
安
定
性
確
保
に
目
を

奪
わ
れ
て
違
法
性
の
判
断
に
問
題
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
以
下
具
体
的
事
案
を
示
し
て
こ
の
点
の
検
討
を
進
め
る
と
す
る
。

　
〔
2
0
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
本
件
は
〔
8
〕
の
控
訴
判
決
で
あ
る
。
控
訴
人
（
被
告
）
青
森
市
長
Y
は
、
被
控
訴
人
（
原
告
）
X
に
対
し
、
昭

和
二
三
年
二
月
二
七
日
付
で
昭
和
二
三
年
度
市
民
税
一
四
七
円
一
〇
銭
の
徴
収
税
令
書
を
送
達
し
て
市
民
税
賦
課
処
分
を
行
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
根
拠
条
例
は
す
で
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
三
年
二
月
二
日
そ
の
条
例
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
て
市
民
税
が
増
額
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
賦
課
処
分
が
行
な
わ
れ
た
当
時
ま
だ
こ
の
一
部
改
正
条
例
は
公
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
市
長
Y
は
、
第

一
審
敗
訴
後
の
昭
和
二
四
年
五
月
一
〇
日
に
な
っ
て
右
改
正
条
例
を
公
告
し
た
。
一
審
で
は
、
原
告
勝
訴
。



　
〔
判
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
ω
「
こ
の
改
正
条
例
が
そ
の
効
力
を
発
生
す
る
以
前
に
お
い
て
も
、
青
森
市
民
税
賦
課
方
法
条
例
の
厳

存
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
控
訴
人
は
右
改
正
条
例
に
よ
っ
て
始
め
て
市
民
税
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
改
正
前
の
青
森
市
民
税
賦
課
方
法
条
例
に
よ
っ
て
市
民
税
を
賦
課
徴
収
し
得
た
の
で
あ
る
。
但
し
右
改
正
条
例

の
効
力
が
発
生
す
る
前
は
改
正
前
の
条
例
に
よ
る
金
額
を
基
準
と
し
て
課
税
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
右
改
正
条
例
の
告
示
前
に
改
正

条
例
に
よ
る
金
額
に
基
い
て
算
定
し
た
税
額
を
課
す
る
こ
と
の
違
法
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
か
よ
う
な
違
法
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
課
税
処
分
が
当
然
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
」
。

　
＠
　
告
示
以
前
の
改
正
条
例
に
も
と
づ
い
て
為
さ
れ
た
増
額
部
分
の
課
税
賦
課
処
分
は
違
法
で
あ
る
。
「
（
し
か
し
）
、
右
の
違
法
は
要
す

る
に
手
続
上
の
穰
疵
に
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右
改
正
条
例
は
…
…
そ
の
後
適
式
に
告
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
本
件
課
税

処
分
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
さ
れ
た
と
し
て
も
控
訴
人
は
更
に
適
法
な
課
税
処
分
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
定
の
市
民
税
を
徴
収

し
得
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
本
件
課
税
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
取
り
消
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
控

訴
人
の
受
け
る
利
益
は
甚
だ
薄
い
の
に
反
し
、
…
…
控
訴
人
は
昭
和
二
二
年
度
に
お
け
る
市
民
税
賦
課
総
額
四
三
二
万
六
七
五
五
円
三
六

銭
中
昭
和
二
二
年
度
決
算
ま
で
に
金
三
九
七
万
五
〇
〇
〇
余
円
を
、
昭
和
二
三
年
度
に
金
一
〇
万
一
〇
〇
〇
円
余
を
徴
収
し
、
賦
課
額
の

約
九
割
四
分
が
徴
収
済
で
あ
っ
て
、
む
か
も
そ
の
大
部
分
が
支
出
済
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
得
ら
れ
、
か
よ
う
な
点
か
ら
み
て
、
本
件
課
税

処
分
の
取
消
が
青
森
市
及
び
市
民
に
与
え
る
影
響
は
決
っ
し
て
少
く
な
い
も
の
と
考
え
る
。
…
…
（
し
た
が
っ
て
）
、
本
件
課
税
処
分
を
取

消
叉
は
変
更
す
る
こ
と
は
上
記
理
由
に
よ
り
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
条

に
よ
り
控
訴
人
の
本
件
課
税
処
分
取
消
の
請
求
も
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。
」

　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
三
八
九
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
（
三
九
〇
）

　
〔
2
6
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
被
控
訴
人
知
事
Y
が
同
被
控
訴
人
土
地
改
良
区
の
設
立
認
可
申
請
に
つ
き
昭
和
二
六
年
一
〇
月
一
九
日
こ
れ

を
適
当
と
す
る
旨
の
決
定
を
な
し
、
同
年
一
一
月
一
九
日
右
設
立
認
可
を
な
し
た
。
同
改
良
区
内
に
土
地
を
有
す
る
控
訴
人
X
は
、
ω
土

地
改
良
法
八
条
四
項
に
よ
れ
ば
都
道
府
県
知
事
は
土
地
改
良
区
の
設
立
認
可
の
申
請
を
適
当
と
す
る
旨
の
決
定
を
な
し
た
と
き
は
遅
滞
な

く
そ
の
旨
を
公
告
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
右
公
告
を
欠
如
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
＠
法
八
条
四
項
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
書
類
の
縦
覧
期
間

が
、
法
定
の
二
〇
日
間
の
三
分
の
一
以
上
を
欠
く
一
二
日
以
内
に
す
ぎ
な
い
の
は
違
法
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
争
っ
た
。

　
〔
判
旨
i
考
慮
さ
れ
た
事
情
〕
　
ま
ず
、
控
訴
人
の
主
張
す
る
違
法
事
由
ω
に
つ
い
て
。
「
専
門
技
術
者
の
調
査
報
告
書
、
土
地
改
良
事

業
計
画
書
等
の
書
類
の
名
称
お
よ
び
縦
覧
期
間
を
掲
げ
た
県
報
に
よ
る
告
示
を
も
っ
て
同
法
八
条
四
項
に
よ
る
適
法
な
公
告
が
あ
っ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
る
」
（
要
旨
）
。

　
＠
に
つ
い
て
。
「
土
地
改
良
法
八
条
四
項
に
よ
る
土
地
改
良
区
設
立
認
可
申
請
を
適
当
と
す
る
旨
の
知
事
の
決
定
お
よ
び
同
項
所
定
の

書
類
の
縦
覧
に
関
す
る
公
告
を
掲
載
し
た
県
報
の
印
刷
発
行
あ
る
い
は
配
布
が
遅
れ
た
た
め
、
二
〇
目
間
と
定
め
ら
れ
た
縦
覧
期
間
が
実

際
に
は
満
一
〇
日
間
に
す
ぎ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
右
縦
覧
期
間
の
不
足
は
、
か
よ
う
な
手
続
を
経
て
な
さ
れ
た
土
地
改
良
区
設
立
認
可

を
無
効
な
ら
し
め
る
程
重
大
な
毅
疵
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
取
消
原
因
と
な
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
要

旨
）
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
土
地
改
良
法
八
条
四
項
に
遠
反
す
る
縦
覧
手
続
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
た
知
事
の
土
地
改
良
区
設
立
認
可
は
違
法
で

あ
る
が
、
右
手
続
違
背
が
同
項
所
定
の
書
類
の
縦
覧
期
間
が
法
定
の
二
〇
日
以
上
の
期
問
に
達
し
な
い
満
一
〇
日
で
あ
る
と
い
う
一
事
に

す
ぎ
ず
、
他
方
土
地
改
良
区
が
今
日
ま
で
に
巨
額
の
費
用
を
投
じ
て
種
々
の
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
、
大
多
数
の
組
合
員
が
現
に
右
事



業
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
認
可
が
取
り
消
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
有
効
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
多
数
の
農
地
、
多
数
の
人
に
つ
い
て

生
じ
た
各
種
の
法
律
関
係
お
よ
び
事
実
状
態
が
一
挙
に
覆
滅
さ
れ
る
よ
う
な
事
情
が
存
す
る
場
合
に
は
、
右
認
可
取
消
請
求
は
、
行
政
事

件
訴
訟
特
例
法
二
条
一
項
の
規
定
に
ょ
り
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
」
（
要
旨
）
。

　
〔
2
8
〕
　
「
違
法
な
事
実
」
　
本
件
土
地
は
、
原
告
X
が
不
在
地
主
訴
外
A
か
ら
賃
金
を
も
ら
っ
て
経
営
を
任
か
さ
れ
て
い
た
牧
野
で
あ
っ

た
が
、
X
が
右
土
地
は
A
よ
り
使
用
貸
借
を
受
け
て
い
る
土
地
で
あ
る
と
主
張
し
て
自
創
法
に
よ
る
買
収
計
画
並
び
に
X
を
被
売
渡
人
と

す
る
売
渡
計
画
樹
立
を
被
告
四
目
市
市
農
地
委
員
会
Y
に
申
請
し
た
。
Y
は
、
X
の
主
張
ど
お
り
認
定
し
て
昭
和
二
四
年
三
月
二
日
買
収

計
画
を
樹
て
、
右
土
地
を
X
に
売
渡
し
た
。
し
か
る
に
、
Y
は
右
売
渡
後
こ
年
近
く
を
経
た
昭
和
二
五
年
一
二
月
二
六
日
に
至
り
、
右
土

地
は
牧
野
で
な
く
原
野
で
あ
っ
て
、
買
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
っ
て
、
右
昭
和
二
四
年
三
月
二
日
の
買
収
並

び
に
売
渡
計
画
を
取
消
し
、
新
ら
た
に
第
二
回
目
の
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
を
た
て
直
す
こ
と
と
し
た
。
第
二
回
目
の
買
収
・
売
渡
計
画

で
は
、
本
件
土
地
中
原
告
の
た
め
恩
恵
的
に
原
告
X
の
宅
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
松
林
を
除
き
そ
の
物
件
全
部
を
買
収
し
、
原
告
及
び
そ

の
他
実
際
に
右
土
地
を
耕
作
し
て
い
る
第
三
者
に
そ
の
耕
作
面
積
に
応
じ
て
売
渡
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
更
に
調
査
の
結
果
、
第
二
回

買
収
・
売
渡
計
画
対
象
土
地
中
に
宅
地
や
溝
な
ど
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
Y
は
昭
和
三
〇
年
五
月
四
日
再
び
右
二
筆
の
物
件
に
つ

き
買
収
・
売
渡
計
画
を
取
消
し
た
。

　
〔
判
旨
－
考
慮
さ
れ
た
事
情
」
　
「
第
一
の
買
収
計
画
中
本
件
土
地
を
「
原
野
」
と
し
た
の
は
「
牧
野
」
の
誤
記
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
明
白
な
表
示
上
の
誤
び
ゆ
う
は
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
自
体
を
無
効
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Y
が
右
表
記
上
の

誤
び
ゆ
う
を
理
由
と
し
て
、
F
右
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
を
取
消
し
た
こ
と
は
違
法
で
あ
る
」
（
要
旨
）
。
「
第
二
回
目
の
買
収
・
売
渡
計
画
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中
、
宅
地
あ
る
い
は
溝
敷
に
対
し
牧
野
と
し
て
買
収
・
売
渡
計
画
を
樹
て
た
ご
と
は
違
法
で
あ
り
、
こ
の
蝦
疵
は
明
白
且
つ
重
大
で
あ
る

か
ら
、
右
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
は
右
土
地
に
関
す
る
限
り
当
然
無
効
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
被
告
委
員
会

が
右
土
地
に
対
す
る
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
を
取
消
し
た
こ
と
は
結
局
に
お
い
て
適
法
で
あ
る
」
（
要
旨
）
。

　
し
か
し
、
「
今
若
し
、
第
一
回
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
の
取
消
処
分
を
取
消
す
と
き
は
、
第
一
回
買
収
並
び
に
売
渡
処
分
が
効
力
を
回

復
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
第
二
回
の
買
収
並
び
に
売
渡
処
分
が
取
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
そ
の
結
果
、
第
二
回
売
渡
処
分
に
よ
っ
て
農

地
を
買
受
け
た
第
三
者
は
そ
の
権
利
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
か
く
の
如
き
は
、
農
地
の
売
渡
処
分
を
受
け
て
以
来
七
年
間
の
長
き
に
亘
り

平
穏
、
公
然
、
善
意
、
無
過
失
に
自
己
の
所
有
地
と
し
て
耕
作
し
て
来
た
第
三
者
に
不
測
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
到
底
妥
当
な
処

置
と
認
め
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
よ
っ
て
右
物
件
に
対
す
る
第
一
回
の
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
の
取
消
処
分
を
取
消
す
こ
と
は
、
第
三
者

の
既
得
権
を
侵
害
し
、
法
律
秩
序
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
右
物
件
に
対
す
る
買
収
並
び
に
売
渡
計
画
の
取
消
処
分
は
違
法
で
あ

る
が
、
こ
れ
を
取
消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
、
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
第
二
条
第
一
項
に
よ
り
右
物
件
に
関
す

る
原
告
の
本
訴
請
求
は
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き
も
の
と
す
る
」
。

　
そ
の
他
、
〔
2
9
〕
は
、
土
地
区
画
整
理
に
際
し
定
め
ら
れ
た
換
地
が
従
前
の
土
地
に
照
応
せ
ず
、
そ
の
所
有
者
が
近
隣
の
者
に
比
較
し

て
著
し
く
不
公
平
な
取
扱
い
を
受
け
、
当
該
換
地
処
分
が
土
地
区
画
整
理
法
八
九
条
一
項
に
違
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る

が
、
本
件
処
分
が
右
法
八
九
条
一
項
に
違
反
す
る
違
法
な
処
分
と
認
定
し
た
上
で
、
「
そ
の
周
辺
の
土
地
一
帯
は
、
本
件
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
る
換
地
処
分
に
よ
っ
て
一
大
商
店
街
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
処
分
が
取
り
消
さ
れ
る
と
そ
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
換
地

計
画
全
体
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
換
地
上
に
形
成
さ
れ
た
多
数
の
第
三
者
間
に
生
じ
た
法
律
関
係
お
よ
び
事
実
状
態
を
も
一
挙



に
覆
滅
し
去
る
こ
と
に
も
な
り
公
共
の
利
益
に
著
し
い
障
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
の
受
け
る
具

体
的
損
害
は
、
さ
し
あ
た
り
建
物
の
賃
料
が
従
前
よ
り
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
月
三
〇
〇
〇
円
程
度
で
あ
る
か
ら
、
多
数
の
者
が
蒙
る
損

害
や
社
会
的
経
済
的
損
失
に
比
べ
る
と
比
較
的
僅
少
で
あ
り
、
し
か
も
右
損
害
は
、
金
銭
賠
償
の
方
法
に
よ
り
十
分
補
填
さ
れ
う
る
も
の

で
あ
る
」
（
要
旨
）
と
し
て
事
情
判
決
に
よ
り
請
求
を
棄
却
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
四
判
決
中
〔
2
6
〕
〔
2
9
〕
は
、
　
一
応
妥
当
な
判
決
と
云
っ
て
よ
い
が
、
〔
2
0
〕
〔
2
8
〕
の
毅
疵
の
認
定
に
は
疑
問
を
さ
し
は
さ

む
余
地
が
十
分
存
在
す
る
。

　
ま
ず
〔
2
0
〕
に
つ
い
て
。
告
示
さ
れ
な
か
っ
た
改
正
条
例
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
金
額
を
基
準
と
し
て
な
さ
れ
た
本
件
課
税
処
分
は
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
「
右
の
違
法
は
手
続
上
の
椴
疵
に
存
す
る
も
の
で
あ
っ
て
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
判
決
は
、
右
違
法
を
軽

微
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
認
定
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
公
示
の
な
い
条
例
は
、
効
力
を
何
ら
発
生
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
条
例
に
も
と
ず
く
課
税
権
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
課
税
根
拠
を
欠
く
課
税
処
分
は
、
租
税
法
律
主
義

か
ら
い
っ
て
本
来
無
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
件
の
場
合
、
も
と
に
な
る
課
税
権
は
存
在
し
、
そ
の
課
税
権
が
増
額
し
た
分
だ
け
拡
張
し

た
関
係
に
立
つ
か
ら
、
そ
の
点
の
違
法
が
全
体
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
る
か
が
間
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
平
峯
判
事
の
主
張
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
、
も
と
の
課
税
分
と
増
加
分
を
分
離
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
本
件
の
場
合
、
課
税
根
拠
法
を
欠
く
場
合
に

は
、
そ
の
課
税
処
分
は
無
効
で
あ
り
、
も
し
無
効
で
な
い
に
し
て
も
そ
の
理
疵
は
重
大
・
根
本
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
特
例
法
一

一
条
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
述
の
よ
う
な
堰
疵
の
認
定
を
前
提
と
し
た
上
で
、
「
当
該
市
民
税
の
九
割
四
分
が
徴
収
済
で
、
そ
の
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大
部
分
が
支
出
済
で
あ
る
こ
と
」
を
そ
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
判
決
の
問
題
点
は
、
個
々
の
課
税
処
分
と
全
体
の
課
税
行

政
あ
る
い
は
市
財
政
を
直
結
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
両
者
は
基
礎
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
全
然
別
個
の
処

分
で
あ
っ
て
「
前
者
の
処
分
が
有
効
で
あ
る
と
の
前
提
の
も
と
に
、
後
者
の
処
分
が
そ
の
上
に
集
積
き
れ
た
関
係
に
は
な
い
の
で
あ

る
。
他
の
市
民
に
対
す
る
市
民
税
の
賦
課
徴
収
処
分
の
有
効
無
効
・
違
法
適
法
は
、
本
件
取
消
の
如
何
に
か
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
・

…
（
し
た
が
っ
て
）
本
件
処
分
を
取
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
予
算
上
に
影
響
す
る
金
額
は
市
民
税
賦
課
総
額
四
三
二
万
六
七
五
五
円
余
の
中
、

わ
ず
か
に
一
四
七
円
一
〇
銭
で
あ
っ
て
全
く
取
る
に
足
り
な
い
。
そ
し
て
必
要
と
あ
れ
ば
新
た
に
被
控
訴
人
に
対
し
て
適
法
な
課
税
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
す
る
こ
と
も
造
作
な
く
で
き
る
の
で
あ
る
」
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
同
旨
の
判
決
と
し
て
、
〔
9
〕
〔
”
〕
が
あ
る
こ
と
は
前
述
）
。
し
た

が
っ
て
、
特
例
法
一
一
条
を
適
用
す
る
真
の
ね
ら
い
は
、
他
の
多
く
の
者
の
出
訴
に
よ
っ
て
行
政
が
混
乱
す
る
こ
と
や
行
政
の
利
便
を
優

先
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
〔
2
8
〕
に
つ
い
て
。
自
創
法
に
も
と
づ
く
買
収
計
画
の
対
象
と
し
て
、
原
野
を
牧
野
と
み
な
し
て
実
施
し
た
こ
と
は
、
所
有
者
の
権
利

保
護
の
観
点
か
ら
み
て
重
大
な
理
疵
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
判
決
は
、
約
七
年
間
善
意
で
こ
れ
を
耕
作
し
て
い
る
第
三
者

の
権
利
を
侵
害
す
る
と
し
て
事
情
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
も
、
行
政
庁
の
づ
さ
ん
な
買
収
計
画
に
よ
っ
て
権
利
を
奪
わ
れ
る
者
か
ら
す
れ

ば
、
十
分
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
第
三
者
の
権
利
保
護
の
問
題
も
重
要
で
あ
る
が
、
十
分
調
査
・
検
討
を
尽
さ
な
か
っ
た
行

政
庁
の
処
分
に
よ
っ
て
権
利
を
喪
失
す
る
者
の
立
場
は
、
又
十
分
考
慮
に
価
す
る
。
た
だ
本
件
の
場
合
仮
装
自
作
地
と
し
て
買
収
の
対
象

と
な
る
運
命
に
あ
っ
た
か
ら
、
結
論
そ
の
も
の
は
首
肯
で
き
る
が
、
一
一
条
を
適
用
す
る
根
拠
の
検
討
が
更
に
必
要
で
あ
ろ
う
。



（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

同
旨
、
平
峯
・
前
掲
論
文
⇔
税
法
学
三
号
三
三
頁
Q

平
峯
・
前
掲
論
文
◎
税
法
学
第
三
号
三
三
頁
Q

平
峯
・
前
掲
論
文
㊧
税
法
学
第
四
号
二
二
頁
以
下
・

平
峯
・
前
掲
論
文
㊧
一
五
頁
以
下
。

五
　
小

結

一
　
以
上
の
判
例
の
概
観
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
事
情
判
決
制
度
は
、
法
律
に
よ
る
行
政
と
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
お
よ
び
善
意
の

第
三
者
の
権
利
と
の
間
に
い
か
な
る
「
公
益
」
を
認
定
し
て
調
整
す
る
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
事
情

判
決
制
度
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
判
決
で
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
次
の
点
で
あ
る
。

　
ω
無
効
確
認
訴
訟
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
T
〕
〔
8
〕
な
ど
）
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
第
二
条
の
文
理
解
釈
と
本
来
無
効
な

も
の
を
有
効
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
こ
と
に
あ
る
〔
8
〕
。
こ
の
点
学
説
上
も
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
雄
川
教
授
は
、

特
例
法
一
一
条
は
、
判
例
に
ょ
る
と
行
政
処
分
の
無
効
確
認
を
求
め
る
訴
に
は
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
そ

の
根
拠
と
し
て
、
「
こ
れ
は
一
一
条
一
項
の
文
理
、
す
な
わ
ち
第
二
条
の
訴
の
提
起
云
々
と
い
う
文
理
か
ら
云
っ
て
も
そ
う
な
り
ま
す
し

…
：
・
。
結
局
一
一
条
の
趣
旨
が
、
片
方
で
違
法
な
処
分
の
効
力
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
の
不
利
益
と
、
そ
れ
か
ら
公
共
の
福
祉
と
い
う

点
の
利
益
と
を
か
ね
あ
わ
せ
る
と
い
う
趣
旨
だ
と
す
る
な
ら
ば
完
全
に
無
効
だ
と
い
う
場
合
に
ま
で
そ
う
い
う
こ
と
を
認
め
る
理
由
は
な

（
1
）
い
」
と
し
て
い
る
。
も
と
も
と
無
効
と
取
消
の
区
別
は
、
毅
疵
の
程
度
の
問
題
で
あ
っ
て
出
訴
期
間
と
不
服
審
査
制
度
と
の
関
係
か
ら
つ

　
　
　
　
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
三
九
五
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
三
九
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
本
質
的
差
異
が
あ
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
両
者
の
こ
の
よ
う
な
本
質
的
差
異
を
否
定
し
た
上
で
、
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

判
決
の
規
定
を
無
効
確
認
訴
訟
に
も
準
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。

　
し
か
し
、
事
情
判
決
は
、
違
法
な
処
分
を
維
持
す
る
以
上
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
護
の
観
点
か
ら
例
外
中
の
例
外
で
な
け
れ

　
　
　
（
4
）

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
毅
疵
の
程
度
が
重
大
か
つ
明
白
な
も
の
に
ま
で
適
用
す
る
の
は
ゆ
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
阿
部
助
教

授
は
、
　
「
筆
者
は
無
効
の
も
の
は
有
効
化
で
き
な
い
と
い
う
前
記
の
議
論
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
け
だ
し
、
無
効
と
い
い
取
消
し
と
い
う

も
環
疵
の
程
度
の
差
異
に
す
ぎ
ず
、
出
訴
期
間
と
不
服
審
査
制
度
経
由
の
要
否
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
体
的
な
、
ま
た
、

絶
対
的
な
差
異
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
無
効
の
場
合
で
、
た
ん
に
現
在
の
法
律
関
係
に
関
す
る
訴

え
に
還
元
し
う
る
か
否
か
に
よ
っ
て
事
情
判
決
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
異
な
る
の
は
疑
問
で
あ
る
こ
と
、
事
情
判
決
制
度
へ
の
憲
法

論
的
疑
問
を
避
け
る
必
要
か
ら
そ
の
要
件
を
厳
格
に
解
す
べ
き
で
あ
り
、
椴
疵
の
程
度
が
重
大
か
つ
明
白
な
も
の
に
ま
で
適
用
す
る
の
は

両
当
事
者
の
利
益
の
均
衡
を
害
す
る
こ
と
、
事
情
判
決
制
度
が
適
用
さ
れ
な
く
と
も
法
の
一
般
原
理
と
し
て
の
権
利
濫
用
の
法
理
は
適
用

さ
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
処
分
を
維
持
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
そ
れ
で
処
理
し
う
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
み
て
、
筆
者
は
事
情
判
決
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

度
は
無
効
等
確
認
訴
訟
に
文
理
を
無
理
し
て
ま
で
、
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
が
、
賛
成
で
あ
る
。

　
＠
　
事
情
判
決
を
下
す
に
は
首
肯
で
き
る
に
足
り
る
理
由
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
般
的
抽
象
的
に
「
公
共
の
福

祉
」
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
具
体
的
に
適
用
の
根
拠
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
例
法
二
条
二
項
は
、
判
決
に
「
処
分
が
違
法
で
あ
る

こ
と
及
び
請
求
を
棄
却
す
る
理
由
を
明
示
」
す
べ
ぎ
も
の
と
し
、
そ
の
法
意
は
、
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い

理
由
に
つ
い
て
首
肯
す
る
に
足
り
る
理
由
を
示
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
が
、
行
政
事
件
訴
訟
法
三
一
条
も
「
原
告
の
受
け
る
損
害



の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
又
は
防
止
の
程
度
及
び
方
法
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
た
う
え
」
（
ご
二
条
一
項
）
と
し
て
い
る
か
ら
そ

の
点
か
ら
も
理
由
の
明
示
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
他
く
わ
し
く
は
前
述
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
の
　
事
情
判
決
を
適
用
し
う
る
の
は
環
疵
が
軽
微
な
場
合
に
限
る
。
こ
の
点
学
説
も
同
様
に
解
す
る
の
が
有
力
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政

事
件
訴
訟
特
例
法
二
条
の
立
案
趣
旨
も
「
手
続
上
の
些
細
な
毅
疵
を
理
由
に
処
分
の
取
消
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
適
用
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
何
を
軽
微
な
毅
疵
と
云
い
、
何
を
も
っ
て
重
大

な
毅
疵
と
い
う
か
は
、
相
対
的
で
あ
っ
て
、
個
別
的
事
案
に
則
し
て
論
じ
な
い
限
り
簡
単
に
結
論
を
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

損
害
を
蒙
っ
た
被
害
者
の
観
点
か
ら
み
て
、
当
該
権
利
の
存
立
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
よ
う
な
殺
疵
は
、
根
本
的
・
重
大
な
環
疵
と
云
う

こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
事
情
判
決
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
諸
種
の
事
情
を
比
較
衡
量
す
る
場
合
、
原
告
の
受
け
る
損
害
が
か
か
わ
る
権
利
の
基
本
的
性
格
を

明
ら
か
に
し
、
他
方
取
り
消
さ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
公
益
」
の
性
格
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
、
事
情
判
決
を
適
用
せ
ん
と
す
る
判
決
が
す
で
に
行
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
課
税
処
分
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
予
算
措
置
、
そ
の
支
出
、
あ
る

い
は
土
地
区
画
整
理
事
業
法
や
土
地
改
良
法
、
自
創
法
な
ど
を
め
ぐ
る
事
件
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
す
で
に
行
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
行

政
処
分
を
前
提
に
し
て
成
立
し
て
い
る
法
的
安
定
性
を
前
面
に
押
し
出
し
て
事
情
判
決
を
正
当
化
せ
ん
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
に
対

し
て
、
事
情
判
決
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
判
決
の
多
く
は
、
か
か
る
場
合
で
も
毅
疵
が
重
大
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
ぎ
は
、
事
情
判
決
を

回
避
し
て
い
る
。
前
者
は
、
事
情
判
決
を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
主
観
的
に
は
と
も
か
く
結
果
と
し
て
、
そ
の
基
底
に
行
政
あ
る
い
は

「
公
益
」
優
先
の
思
想
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
他
方
、
後
者
は
、
国
民
の
権
利
救
済
を
第
一
義
と
し
て
事
情
判
決
を
運
用
し

　
　
　
行
攻
事
件
訴
訟
法
第
三
一
条
論
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
（
三
九
七
）



　
　
　
論
　
　
　
　
説
（
佐
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
三
九
八
）

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
い
る
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
性
格
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
判
決
の
い
く
つ
か
は
、
行
政

処
分
が
違
法
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
同
様
の
処
分
が
く
り
か
え
さ
れ
、
同
一
の
結
果
を
招
来
す
る
と
判
断
し
た
も
の
に
は
事
情
判
決
を
適
用

し
て
い
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
（
〔
2
2
〕
〔
2
3
〕
〔
2
4
〕
な
ど
）
。
結
果
が
同
一
．
に
な
る
と
云
っ
て
も
根
拠
法
令
や
要
件
を
異
に
す
る
場
合

が
多
い
か
ら
、
再
度
同
様
の
処
分
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
と
云
っ
て
そ
う
容
易
に
事
情
判
決
を
適
用
す
る
と
あ
っ
て
は
、
行
政
優
先
の
判
決

と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
善
意
の
第
三
者
の
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
も
前
者
が
、
こ
れ
を
強
く
主
張
す
る
の
に
対
し

て
、
後
者
は
、
蝦
疵
が
重
大
な
場
合
に
は
こ
れ
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
阿
部
助
教
授
は
、
「
行
政
処
分

に
対
す
る
信
頼
な
り
行
政
処
分
の
信
用
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
一
般
の
登
記
の
公
信
力
不
存
在
の
原
則
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
不
都
合
な
場
合

も
生
じ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
事
情
判
決
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
行
政
処
分
に
よ
り
利
益
を
受
け
た
第
三
者
の
信
頼
の
保
護
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

直
ち
に
公
共
の
利
益
と
は
い
え
な
い
か
ら
事
情
判
決
は
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
い
し
、
適
用
す
べ
ぎ
で
な
い
」
と
し
て
い
る
が
妥
当
な
見

解
と
云
え
よ
う
◎

二
　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
事
情
判
決
制
度
の
運
用
は
、
二
、
三
の
例
外
を
除
き
、
お
お
む
ね
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
に
は
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
実
質
的
に
侵
害
し
て
い
る
よ
う
な
例
も
み
ら
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

で
は
事
情
判
決
制
度
は
運
用
如
何
に
よ
っ
て
違
憲
性
を
お
び
て
く
る
制
度
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
し
か
し
、
わ
た
く
し
は
、
こ
の
制
度
の
存
在
そ
の
も
の
を
国
民
の
権
利
救
済
、
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
確
保
の
観
点
か
ら
否
定

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
こ
の
制
度
が
具
体
的
に
発
動
し
な
く
て
も
存
在
す
る
だ
け
で
、
一
定
の
行
政
優
先
的

意
識
を
醸
成
し
行
政
優
位
を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
機
能
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
損
害
を
受
け
た
国
民
は
、
本
制
度
の
適
用
を



お
そ
れ
て
出
訴
し
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
本
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
事
案
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
濫
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
大
い
に
「
活
用
」
さ
れ
そ

の
本
領
を
発
揮
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
の
も
と
に
各
地
で
地
域
開
発
が
進
め
ら

れ
、
埋
立
て
に
よ
る
大
型
工
業
基
地
が
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
域
開
発
を
め
ぐ
る
紛
争
に
本
制
度
を
適
用
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
臼
杵
市
の
埋
立
を
め
ぐ
る
争
い
の
よ
う
な
事
案
に
本
制
度
が
適
用
さ
れ
は
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
臼
杵
判
決
の
場
合
に
は
、
ま
だ
具
体
酌
に
埋
立
て
が
着
工
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
も
か
く
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
も
と
づ
く
埋
立
許

可
を
受
け
た
者
が
、
魚
業
権
を
有
す
る
者
か
ら
の
異
議
申
立
て
が
あ
っ
て
も
埋
立
を
続
行
し
た
場
合
（
公
定
力
が
あ
る
か
ら
可
能
。
途
中
で

執
行
停
止
を
も
と
め
て
も
、
住
民
が
気
が
つ
く
頃
に
は
か
な
り
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
）
、
判
決
に
よ
っ
て
比
較
衡
量
さ
れ
る
利
益
は
、
魚
民
の
零

細
な
魚
業
権
と
大
規
模
な
工
業
用
地
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
で
あ
っ
て
、
数
量
的
に
は
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
こ
こ
に
先
述
し
た
無
効

の
場
合
本
制
度
の
適
用
を
認
め
な
い
意
義
の
一
端
も
あ
る
の
で
あ
る
が
…
．
・
）
。
こ
の
点
の
危
惧
は
、
本
制
度
を
設
け
る
た
め
の
例
と
し
て
多
く
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

川
事
件
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
指
摘
で
ぎ
る
。
庄
川
事
件
と
い
う
の
は
、
ダ
ム
工
事
を
す
る
た
め
に
与
え
ら
れ
た
河
川
占
用
許

可
処
分
に
対
し
て
水
利
権
者
や
魚
業
権
者
等
か
ら
取
消
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
審
理
の
結
果
、
そ
の
処
分
が
魚
業
権
、
灌
概
用
水
権
、
流
木

権
を
侵
か
す
違
法
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
本
来
な
ら
取
消
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
ダ
ム
が
で
き
て
い
る
た
め
、
ダ
ム
の
撤
去
は

公
共
の
福
祉
を
阻
害
す
る
の
で
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
、
そ
の
代
り
に
、
損
害
賠
償
、
魚
道
あ
る
い
は
村
道
を
作
っ
て
で
き
る
だ
け
原
告

の
損
害
を
少
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
事
案
で
あ
る
。

　
本
制
度
が
本
来
こ
の
よ
う
な
事
案
を
予
想
し
て
い
る
も
の
だ
と
す
る
と
、
比
較
衡
量
さ
れ
る
数
量
的
利
益
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
で
あ
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佐
藤
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四
二
（
四
〇
〇
）

る
か
ら
、
原
告
の
取
消
請
求
は
事
情
判
決
に
ょ
っ
て
そ
の
大
半
が
棄
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
点
、
少
し
検
討
を
要
す
る
問
題
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
事
情
判
決
に
お
け
る
事
情
の
衡
量
と
は
何

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
解
釈
学
一
般
の
大
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
く
わ
し
く
論
ず
る
暇
は
な
い
が
、
一
般
論
だ
け
指

摘
す
れ
ば
、
事
皆
の
比
較
衡
量
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
同
一
の
性
格
を
も
つ
利
益
で
か
つ
数
量
化
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
性
格
の
異
な
る
も
の
を
数
量
化
し
て
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
は
づ
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
諸
利
益
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
そ
こ
に
登
場
す
る
諸
利
益
・
諸
権
利
の
性
格
を
構
造
的
に
明
ら
か
に
し
た
上
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
と
え
ぽ
臼
杵
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
魚
業
権
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
環
境
と
云
っ
た
人
間

に
と
っ
て
金
銭
に
数
量
化
で
ぎ
な
い
よ
り
根
源
的
な
も
の
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
単
純
に
数
量
的
に
比
較
し
て

埋
立
地
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
の
方
が
多
い
か
ら
と
云
っ
て
、
安
易
に
事
情
判
決
を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事

情
判
決
制
度
は
、
原
告
に
損
害
賠
償
を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
除
害
施
設
を
設
け
る
代
り
に
取
消
請
求
を
棄
却
す
る
制
度
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
程
度
代
替
可
能
性
の
あ
る
利
益
を
め
ぐ
っ
て
の
比
較
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三
　
事
情
判
決
制
度
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
要
す
る
問
題
は
多
い
。
損
害
賠
償
か
損
失
補
償
か
。
違
法
の
判
断
時
、
訴
訟
費
用
、
諸
外
国
の

　
　
　
（
11
）

解
決
方
法
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
田
中
二
郎
他
・
前
掲
逐
条
研
究
四
二
五
頁
。

　
（
2
）
　
田
中
真
次
教
授
は
、
取
消
原
因
た
る
蝦
疵
と
無
効
原
因
た
る
蝦
疵
に
つ
い
て
、
「
わ
た
く
し
は
、
　
か
ね
溝
ね
本
質
的
な
区
別
は
な
い
も
の
と
考

　
　
　
え
て
い
る
。
わ
が
国
の
現
在
の
制
度
で
は
、
違
法
な
行
政
行
為
に
よ
っ
て
権
利
、
利
益
を
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
者
の
だ
め
に
、
抗
告
争
訟
提
起

　
　
　
の
途
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
抗
告
争
訟
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
提
起
期
問
の
制
限
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
現
在
に
お
い
て
、
両
者
の
区



（（43））
（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

別
を
必
要
と
す
る
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
田
中
（
真
）
「
行
政
行
為
の
無
効
原
因
」
行
政
判
例
百
選
（
新
版
）
　
一
二
七
頁
。

さ
ら
に
く
わ
し
く
は
、
遠
藤
博
也
『
行
政
行
為
の
無
効
と
取
消
』
。

　
兼
子
仁
「
無
効
等
確
認
訴
訟
の
範
囲
」
公
法
研
究
二
六
号
一
七
六
頁
注
（
4
）
。

　
こ
の
点
、
雄
川
教
授
は
、
「
そ
れ
は
制
度
の
趣
旨
か
ら
言
え
ば
、
極
め
て
例
外
的
揚
合
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
、
そ
う
解
し
な
い
と
、
違
法

処
分
に
対
し
て
救
済
を
与
え
る
べ
き
行
政
訴
訟
制
度
の
目
的
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
Q
雄
川
『
行
攻
争
訟
法
』
一
二
八

頁
Q　
阿
部
・
前
掲
論
文
四
二
一
頁
。

　
平
峯
・
前
掲
論
文
口
二
六
頁
Q
『
行
政
事
件
訴
訟
十
年
史
』
一
五
八
頁
。

　
『
行
政
裁
判
資
料
』
一
号
三
七
頁
。

　
阿
部
・
前
掲
論
文
四
一
八
頁
Q

　
こ
の
点
、
こ
の
制
度
を
全
く
否
定
す
る
例
と
し
て
高
根
義
三
郎
弁
護
士
が
い
る
。
す
な
わ
ち
「
一
私
人
に
対
す
る
違
法
処
分
が
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
同
時
に
そ
れ
を
離
れ
、
そ
れ
よ
り
別
に
公
共
の
福
祉
が
成
立
し
得
る
と
考
て
い
る
こ
と
は
論
理
的
矛
盾
こ
れ
よ
り
は
な
は
だ
し
き
は
な
い
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
o
「
行
政
事
件
訴
訟
特
例
法
に
対
す
る
疑
問
」
自
治
研
究
二
五
巻
九
号
一
五
頁
。

　
行
判
昭
七
・
一
二
・
二
〇
行
録
四
三
巻
一
一
〇
五
頁
。
雄
川
・
前
掲
書
二
一
八
頁
。
田
中
二
郎
『
行
政
訴
訟
の
法
理
』
二
二
頁
。

　
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
に
お
け
る
≦
一
a
①
お
暮
翰
8
げ
仁
⇒
鵯
き
ω
肩
g
魯
（
復
善
請
求
権
）
ま
た
は
問
○
蒔
窪
げ
霧
蝕
衿
蒔
ω
弩
冥
8
げ
（
結
果
除
去
請
求

権
）
に
つ
い
て
の
検
討
が
重
要
と
考
え
る
。
こ
の
点
改
め
て
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。
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九
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二
・
一
・
輔
○
稿
）
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